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立
命
館
経
済
学
（
第
八
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
　
（
七
八
二
）

　
　
　
「
土
地
報
酬
」
に
か
ん
す
る
基
本
的
考
察

　
　
　
　
　
　
　
中
国
農
業
の
集
団
化
・
農
業
生
産
協
同
組
合
に
お
げ
る
特
徴
の
解
明
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
野
　
　
昭
　
二

　
　
　
　
一
　
間
題
の
提
起
に
か
え
て

　
　
　
　
二
　
分
配
諸
形
態
と
土
地
報
酬

　
　
　
　
○
Ｄ
　
分
配
順
序
と
分
配
計
画

　
　
　
　
　
の
　
　
「
標
準
畝
」
評
定

　
　
　
　
　
↑
ヵ
　
　
「
比
例
配
分
方
式
」

　
　
　
　
↑
○
　
　
「
比
例
配
分
方
式
」
と
組
合
員
収
入
の
動
態

　
　
　
　
伺
　
作
業
日
比
率
の
変
動
と
組
合
員
収
入
の
動
態

　
　
　
　
ゆ
　
　
「
固
定
配
分
方
式
」

　
　
　
　
三
　
土
地
報
酬
の
廃
棄
と
そ
の
経
済
的
条
件

　
　
　
　
四
　
土
地
報
酬
の
存
在
と
労
働
占
有
・
被
占
有
の
不
可
避
性

　
　
　
　
　
　
一
　
問
題
の
提
起
に
か
え
て

一
般
に
、
事
物
の
、
そ
の
運
動
の
特
殊
性
を
解
明
す
る
目
的
は
、
一
般
・
普
遍
性
の
現
象
形
態
に
お
け
る
特
殊
性
を
明
ら
か
に
す



る
と
同
時
に
、
特
殊
性
の
追
求
・
確
認
を
と
お
し
て
、
一
般
性
に
豊
か
な
内
容
を
加
え
、
そ
れ
を
新
た
な
よ
り
高
い
段
階
に
高
め
る

こ
と
に
あ
る
。
資
本
主
義
か
ら
杜
会
主
義
へ
の
過
渡
期
に
お
け
る
杜
会
主
義
改
造
の
根
本
課
題
は
、
私
有
制
を
他
の
私
有
制
に
替
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

る
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
私
有
制
を
廃
絶
す
る
、
す
な
わ
ち
、
所
有
制
の
型
を
変
革
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
他
方
、
こ
の
私

有
制
の
廃
絶
が
、
漸
進
的
な
方
法
に
よ
る
か
、
急
進
的
な
方
法
に
よ
る
か
、
あ
る
い
は
、
如
何
な
る
形
態
を
ピ
る
か
は
・
い
ず
れ
も

特
殊
性
に
属
す
１
る
事
柄
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ン
、
れ
は
、
そ
の
国
の
経
済
発
展
の
段
階
、
お
よ
び
階
級
的
関
係
に
よ
っ
て
主
と
し
て
規

定
さ
れ
る
。

　
従
来
、
み
ぎ
の
理
解
に
た
っ
て
、
中
国
農
業
の
杜
会
主
義
改
造
に
ー
お
け
る
特
殊
性
と
し
て
、
お
よ
そ
以
下
の
如
き
請
点
が
指
摘
さ

れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
Ｃ
Ｄ
　
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
民
主
革
命
１
－
土
地
改
革
の
実
施
後
、
ひ
き
つ
づ
い
て
杜
会
主
義
革
命
Ｈ
集
団
化
が
開
始

さ
れ
た
、
四
　
流
通
過
程
の
集
団
協
同
化
を
絶
対
的
な
前
提
と
せ
ず
、
並
行
し
て
直
接
に
生
産
の
集
団
化
が
実
施
さ
れ
た
。
倒
　
農

業
機
械
化
が
集
団
化
の
た
め
の
不
可
欠
の
前
提
条
件
と
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
集
団
化
が
機
械
化
の
前
提
要
件
と
さ
れ
た
。
ゆ
　
富
農
に

対
し
て
、
漸
次
に
制
限
し
消
減
さ
せ
る
方
策
が
採
用
さ
れ
た
。
伺
　
さ
ら
に
現
在
、
「
政
・
経
一
致
」
　
「
工
・
農
・
商
・
学
・
兵
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

合
」
を
特
徴
と
す
る
人
民
公
杜
を
創
設
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
請
六
の
特
殊
性
は
、
ソ
連
邦
に
お
け
る
農
業
集
団
化
と
の
対
比
に
お
い

て
把
握
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
農
業
杜
会
主
義
改
造
の
根
本
課
題
が
所
有
制
の
型
の
変
革
に
あ
る
と
す
る
観
点
に
た
て
ば
、
中
国

農
業
の
杜
会
主
義
改
造
が
土
地
改
革
に
よ
っ
て
地
主
的
土
地
所
有
制
を
否
定
し
て
創
出
さ
れ
た
農
民
的
土
地
所
有
制
を
歴
史
的
与
件

　
（
３
）

と
し
、
ま
た
改
造
の
対
象
と
し
た
点
、
換
言
す
れ
ば
、
否
定
物
の
否
定
こ
そ
が
、
主
要
な
特
殊
性
　
　
そ
の
他
諾
六
の
特
殊
性
の
根

元
，
＝
　
、
・
戸
し
し
て
把
握
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
か
か
る
中
国
で
の
経
験
に
よ
れ
ば
、
農
業
生
産
の
集
団
化
を
実
施
す
る

目
パ
体
的
な
道
は
、
簡
単
な
共
同
労
働
を
行
う
臨
時
的
な
互
助
組
や
、
初
止
少
的
な
分
業
を
実
施
し
、
あ
る
程
度
の
共
有
財
産
を
も
つ
令
年

　
　
　
「
土
地
報
酬
」
に
か
ん
す
る
基
本
的
考
察
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
　
（
七
八
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
一
第
八
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
一
　
　
　
　
　
　
　
．
　
二
〇
一
七
八
四
一

性
の
互
助
組
を
へ
て
、
土
地
出
資
・
統
一
経
営
を
特
徴
と
す
る
農
業
生
産
協
同
組
合
、
さ
ら
に
完
全
に
杜
会
主
義
的
な
、
集
団
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

民
の
共
有
制
を
実
行
す
る
高
級
の
農
業
生
産
協
同
組
合
へ
す
す
む
道
で
あ
つ
た
。
こ
こ
で
の
考
察
の
対
象
で
あ
る
「
土
地
報
酬
」
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

私
有
制
の
否
定
の
否
定
を
主
要
な
特
徴
と
す
る
中
国
農
業
の
集
団
化
が
、
そ
の
発
展
過
程
で
不
可
避
的
に
、
所
有
土
地
の
出
資
に
対

応
す
る
も
の
と
し
て
採
用
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
分
配
の
制
度
で
あ
る
。
こ
う
し
た
意
味
で
、
　
「
土
地
報
酬
」
は
、
中
国
に
お
け
る

農
業
集
団
化
の
特
殊
性
の
結
晶
で
あ
る
と
い
い
う
る
。

一
－
一
「
嚢
生
産
協
同
組
合
を
震
さ
せ
る
目
的
は
、
農
村
に
お
け
る
資
本
主
義
的
搾
取
を
し
だ
い
に
な
く
し
、
小
農
経
済
の
た
ち
お
く
れ
を

克
服
し
・
杜
会
主
義
的
農
業
制
度
を
発
展
さ
せ
て
、
杜
会
主
義
的
工
業
化
の
要
請
に
こ
た
え
る
こ
と
に
菱
。
す
な
わ
ち
、
生
産
手
岩
た
い

　
す
る
個
人
的
な
所
有
制
度
を
次
第
に
勤
労
大
衆
に
よ
る
集
団
的
所
有
に
か
え
る
と
と
も
に
、
小
規
模
の
生
産
を
次
第
に
大
規
模
の
、
機
械
化
生

を
か
え
・
嚢
を
高
度
に
震
さ
せ
て
、
す
べ
て
の
農
民
を
と
走
ゆ
た
か
に
し
、
杜
会
の
曼
し
に
高
ま
つ
て
ゆ
く
、
農
産
物
の
需
要
を

　
み
た
す
こ
と
に
あ
る
。
」
（
『
農
業
生
産
協
同
組
合
－
初
級
－
模
範
定
款
』
第
一
条
）

一
２
一
劉
光
策
「
震
把
雷
農
業
合
作
化
的
特
点
貫
徹
政
治
経
済
学
的
講
授
中
去
？
一
一
『
経
済
研
究
』
誌
五
六
年
五
号
一
、
。
雲
冒
鶉

雪
毫
竃
一
■
＞
Ｏ
Ｏ
Ｐ
９
昌
。
・
＞
目
婁
昌
■
．
き
呂
Ｏ
冒
昌
胃
ー
と
．
・
・
ン
甲
Ｏ
巨
目
邑
ぎ
・
§
暮
。
。
勺
。
勺
。
汁
、
一
、
。
。
。
・
委
・
。
・

　
お
よ
び
・
菅
沼
正
久
「
中
国
農
業
協
同
化
の
必
然
性
と
特
殊
性
に
っ
い
て
」
（
『
農
村
研
究
』
７
）
、
杉
野
明
夫
「
中
国
に
お
げ
る
農
業
協
同
化

　
の
特
徴
に
１
つ
い
て
」
（
『
経
済
学
雑
誌
』
第
三
八
巻
第
一
号
）
、
　
山
本
秀
夫
「
中
国
に
お
け
る
農
業
協
同
化
展
開
の
論
理
」
（
『
農
業
綜
合
研
究
』

　
一
〇
巻
二
号
）
を
参
照
。

一
３
一
天
野
元
之
助
「
中
国
に
お
げ
る
土
地
改
革
の
新
方
向
一
一
『
松
山
商
太
論
集
』
二
脊
二
号
一
、
竃
喬
二
「
農
民
的
分
割
地
所
有
の
存
在
形

　
態
と
歴
史
的
特
質
」
（
『
農
業
綜
合
研
究
』
二
二
巻
一
号
）

（
４
）
　
中
属
失
産
党
中
央
委
員
会
『
関
於
発
展
農
業
生
産
合
作
杜
的
決
議
』
。



へ
５
）
　
詳
し
く
は
、
儀
我
壮
一
郎
「
現
代
中
国
の
企
業
形
態
」
（
森
山
書
店
）
、
野
問
清
「
中
国
に
お
け
る
農
業
協
同
化
運
動
の
発
展
過
程
」
愛
知

　
大
学
（
『
国
際
問
題
研
究
紀
要
」
二
六
号
）

＊
　
な
お
、
「
土
地
報
酬
」
と
い
う
用
語
は
、
”
土
地
収
獲
逓
減
…
…
〃
と
い
う
意
味
の
場
合
、
　
「
土
地
報
酬
逓
減
律
」
の
如
く
使
用
さ
れ
る
。
た

　
と
え
ば
、
「
我
国
農
業
生
産
的
大
躍
進
徹
底
粉
砕
了
〃
土
地
報
酬
逓
減
律
”
的
謬
論
」
（
『
経
済
研
究
」
誌
五
九
年
一
二
号
）
。

二
　
分
配
諾
形
態
と
土
地
報
酬

　
　
○
リ
　
分
配
の
計
画
化
と
分
配
序
列

　
半
杜
会
主
義
的
な
農
業
生
産
協
同
組
合
（
以
下
、
初
級
協
同
組
合
）
の
生
産
は
、
組
合
員
出
資
の
土
地
・
役
畜
・
大
型
農
具
な
ど

の
生
産
手
段
と
、
　
「
勤
労
大
衆
に
よ
る
部
分
的
集
団
所
有
」
の
生
産
手
段
を
物
質
的
基
礎
と
し
、
協
同
組
合
内
の
総
労
働
の
有
機
的

な
一
部
と
な
っ
た
組
合
員
労
働
を
計
画
的
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
な
か
で
、
共
同
財
産

で
あ
る
生
産
手
段
の
払
大
．
追
加
投
入
を
実
施
し
、
組
合
員
の
そ
れ
ジ
、
れ
の
活
動
を
よ
り
計
画
的
に
交
換
し
、
ま
た
、
諸
生
産
物
の

分
配
関
係
．
形
態
を
再
生
産
す
る
。
個
別
組
合
員
の
側
か
ら
約
言
す
れ
ば
、
生
産
諸
手
段
の
所
有
考
・
出
資
老
で
あ
る
と
同
時
に
集

団
労
働
を
に
な
う
勤
労
農
民
と
し
て
、
二
重
の
性
質
を
も
っ
て
、
ン
、
れ
ぞ
れ
の
程
度
で
協
同
組
合
の
生
産
に
参
加
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
私
有
制
と
集
団
所
有
制
の
併
存
、
組
合
員
の
二
面
か
ら
す
る
生
産
参
加
　
　
生
産
の
編
成
は
、
こ
れ
ら
に
全
く
依
存
し
規
制
さ

れ
る
も
の
と
し
て
、
つ
ぎ
の
如
き
過
渡
的
な
融
通
性
に
と
ん
だ
分
配
諸
形
態
を
制
度
化
せ
し
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
四
　
協
同
組

合
内
の
蓄
稜
基
金
、
四
　
協
同
組
合
内
の
公
共
福
祉
基
金
、
ゆ
　
組
合
員
の
共
同
労
働
に
対
す
る
報
酬
、
ゆ
　
組
合
員
出
資
の
土
地

　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

に
対
す
る
報
酬
、
６
　
出
資
の
役
畜
・
農
具
な
ど
に
対
す
る
報
酬
、
の
五
形
態
で
あ
る
。

　
　
　
　
「
土
地
報
酬
」
に
か
ん
す
る
基
本
的
考
察
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
　
（
七
八
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
八
巻
・
窮
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
（
七
八
六
）

　
組
合
員
の
集
団
生
産
の
成
果
は
、
こ
の
五
形
態
を
通
じ
て
分
配
・
帰
属
せ
し
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
形
態
は
、
ま
ず
、
公
．
私

の
二
類
型
、
つ
ま
り
、
協
同
組
合
内
の
蓄
積
・
控
除
の
部
分
と
各
組
合
員
の
取
得
部
分
と
に
区
分
さ
れ
う
る
。
他
方
、
協
同
的
性

質
・
私
有
的
性
質
の
二
類
型
、
つ
ま
り
、
協
同
組
合
内
の
蓄
積
・
控
除
部
分
及
び
労
働
に
対
す
る
報
酬
、
と
組
合
員
出
資
の
諸
生
産

手
段
に
対
す
る
報
酬
と
に
大
別
し
う
る
。
農
村
生
産
力
を
解
放
し
農
業
生
産
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
土
地
改
革
が
創
設
し
た
農
民

的
土
地
所
有
を
歴
史
的
与
件
と
し
、
対
象
と
し
た
杜
会
主
義
改
造
は
、
農
業
の
集
団
経
営
た
る
初
級
協
同
組
合
の
生
産
を
生
産
手
段

の
集
団
所
有
と
私
有
・
出
資
の
う
え
に
成
立
さ
せ
た
が
、
こ
の
特
殊
な
生
産
の
編
制
は
、
そ
の
反
映
と
し
て
、
私
有
生
産
手
段
に
対

す
る
報
酬
と
り
わ
け
「
土
地
報
酬
」
を
分
配
諸
形
態
の
な
か
に
加
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
土
地
報
酬
は
、
組
合
員
の
土
地

私
有
・
出
資
に
対
応
す
る
分
配
形
態
で
あ
り
、
土
地
所
有
権
を
経
済
的
に
実
現
せ
し
め
る
制
度
的
保
障
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
存

在
は
、
半
杜
会
主
義
的
な
農
業
生
産
協
同
組
合
と
完
全
に
杜
会
主
義
的
な
農
業
生
産
協
同
組
合
と
を
判
別
す
る
た
め
の
分
配
諸
形
態

　
　
　
　
　
　
（
２
）

上
の
指
標
で
も
あ
る
。

　
初
級
協
同
組
合
が
一
定
期
問
に
お
よ
ぶ
経
営
に
よ
っ
て
え
た
総
収
入
（
現
物
ま
た
は
貨
幣
形
態
を
と
る
総
収
入
）
は
、
予
か
じ
め

作
成
さ
れ
た
分
配
計
画
に
し
た
が
い
つ
つ
、
以
下
二
つ
の
分
配
順
序
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
分
配
さ
れ
る
。

　
一
、
組
合
員
が
そ
れ
ぞ
れ
、
農
業
税
を
収
め
、
国
家
の
計
画
的
買
付
農
作
物
を
国
家
に
売
り
渡
し
、
ま
た
買
付
機
関
の
買
付
農
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

物
を
売
り
渡
す
条
件
の
も
と
で
は
　
　
、
田
　
生
産
過
程
に
費
や
し
た
生
産
費
を
控
除
し
、
来
る
べ
き
生
産
に
投
入
す
る
費
用
と
し

て
確
保
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
残
余
部
分
が
協
同
組
合
の
純
収
入
つ
ま
り
新
価
値
で
あ
る
。
呵
　
協
同
組
合
内
の
蓄
稜
基
金
と

し
て
、
一
定
の
積
立
基
金
（
一
般
に
純
収
入
の
五
～
六
％
）
と
、
公
共
福
祉
基
金
（
同
、
一
～
三
％
）
を
保
留
す
る
。
ゆ
　
組
合
員

が
拙
資
し
、
協
同
組
合
が
計
画
的
に
利
用
す
る
土
地
そ
の
他
の
生
産
諸
資
料
に
対
し
て
報
酬
を
支
払
う
。
ま
尤
、
組
合
員
が
非
組
令



皿
か
ら
賃
借
り
し
た
土
地
の
借
地
料
を
支
払
う
，
ゆ
　
協
ｎ
組
合
Ｏ
す
べ
て
Ｏ
生
陸
沽
動
、
農
・
刷
業
生
産
ヤ
符
理
業
務
に
投
入
さ

れ
た
総
作
業
日
と
、
個
別
組
合
員
の
作
業
目
に
も
と
づ
い
て
、
労
働
報
酬
を
配
分
す
る
。

　
二
、
協
同
組
合
が
責
任
を
も
っ
て
、
農
業
税
の
納
付
な
ど
の
諾
義
務
を
履
行
す
る
条
件
○
も
と
て
は
　
　
、
残
余
の
現
物
．
現
金

さ
ら
に
契
約
履
行
や
協
同
組
合
市
場
で
の
交
場
を
へ
て
え
た
売
り
上
げ
代
金
を
、
箪
一
の
方
法
の
剛
以
下
の
順
序
に
従
っ
て
配
分
す

る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
第
二
の
方
法
は
、
国
家
の
農
産
物
に
対
す
る
需
要
を
充
足
し
、
杜
会
主
義
建
設
を
促
進
す
る
う
え
で
、
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

一
の
方
法
に
比
し
て
、
一
段
と
計
画
的
で
あ
り
、
た
よ
る
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
み
ぎ
に
み
た
分
配
方
法
・
順
序
の
な
か
ｏ
は
、
さ
き
に
、
私
有
的
性
質
Ｈ
非
杜
会
主
義
的
性
質
の
形
態
と
規
定
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
私
有
・
出
資
の
生
産
諸
手
段
の
存
在
を
反
映
し
て
、
土
地
報
酬
と
ン
、
の
他
生
産
手
段
報
酬
と
の
二
形
態
が
制
度
化
さ
れ
て
い
る

根
本
的
な
理
由
は
、
主
と
し
て
、
土
地
が
臼
然
的
条
件
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
土
地
以
外
の
生
産
手
段
が
過
去
の
労
働
の
所
産
で
あ

り
、
そ
こ
に
凝
結
す
る
価
値
を
新
た
な
生
産
物
中
に
転
位
す
る
点
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
両
種
の
生
産
手
段
が
そ
れ
ぞ
れ
に
現
実

に
異
な
る
方
法
で
報
酬
を
受
領
す
る
と
い
う
形
態
上
の
差
異
の
根
源
で
あ
る
ば
か
り
か
、
土
地
報
酬
の
実
質
．
来
源
を
究
明
す
る
に

あ
た
っ
て
の
重
要
な
視
点
で
あ
る
。

（
１
）
　
土
地
報
酬
以
外
の
分
配
諸
形
態
間
題
点
に
っ
い
て
は
、
拙
稿
「
農
業
生
産
協
同
組
合
ピ
お
け
る
分
配
間
題
」
（
『
中
国
の
経
済
建
設
』
日
本

　
評
論
新
杜
）
に
お
い
て
若
干
の
展
開
を
試
み
た
。
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
土
地
以
外
の
生
産
資
料
に
計
画
的
使
用
に
っ
い
て
の
「
具
体
的
範
囲

　
と
方
法
、
所
有
老
に
対
す
る
報
酬
の
お
た
え
方
お
よ
び
共
同
所
有
化
す
る
ま
で
の
期
問
と
そ
の
方
法
は
、
生
産
資
料
の
性
質
に
ょ
っ
て
区
別
さ

　
れ
ほ
ば
な
ら
な
い
。
」
（
前
出
干
初
級
協
同
組
合
定
款
」
第
二
五
条
）

（
２
）
　
「
低
い
段
階
の
組
合
は
、
半
杜
会
主
義
的
性
質
を
も
つ
。
こ
の
段
階
の
組
合
は
、
部
分
的
で
は
お
る
が
す
で
に
共
有
の
生
産
手
喫
を
も
っ

　
　
「
土
地
報
酬
」
に
か
ん
す
る
基
本
的
考
察
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
（
七
八
七
）
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二
四
　
（
七
八
八
）

　
　
　
て
い
る
。
組
合
員
が
組
合
に
提
供
し
て
計
画
的
に
使
用
し
て
い
る
土
地
や
そ
の
他
の
生
産
手
段
に
対
し
て
は
、
あ
る
一
定
の
期
間
、
組
合
員
の

　
　
　
所
有
権
を
保
留
す
る
と
と
も
に
、
組
合
員
に
そ
れ
相
当
の
報
酬
を
あ
た
え
る
。
…
…
高
い
段
階
の
組
合
は
、
完
全
に
杜
会
主
義
的
な
性
質
を
も

　
　
　
つ
。
こ
う
し
た
組
合
で
は
、
組
合
員
の
土
地
を
、
組
合
が
必
要
と
す
る
そ
の
他
の
生
産
手
段
は
す
べ
て
組
合
に
共
有
さ
れ
て
い
る
。
」
　
（
前
出

　
　
　
『
初
級
協
同
組
合
定
款
』
、
第
三
条
）

　
　
（
３
）
　
国
家
買
付
機
関
の
買
付
業
務
及
び
農
村
市
場
の
役
割
、
そ
の
実
施
と
展
開
に
っ
い
て
は
、
浅
田
喬
二
『
中
国
農
村
市
場
の
研
究
』
　
（
農
業

　
　
　
綜
合
研
究
所
研
究
叢
書
第
四
九
号
）
お
よ
び
藤
本
昭
「
中
国
に
お
け
る
自
由
市
場
間
題
」
（
『
ア
ジ
ア
研
究
』
第
四
巻
二
号
）
を
参
照
。

　
　
（
４
）
　
こ
の
二
つ
の
方
法
の
な
か
で
、
第
二
の
方
法
は
、
国
家
の
目
ま
し
に
高
ま
る
農
産
物
に
対
す
る
需
要
を
充
足
す
る
う
え
で
、
第
一
の
方
法

　
　
　
よ
り
も
計
画
的
で
あ
る
、
と
し
て
第
二
の
方
法
を
採
用
す
る
よ
う
奨
励
し
て
い
る
。
　
「
第
一
の
方
法
を
実
施
し
て
い
る
協
同
組
合
は
、
第
二
の

　
　
　
方
法
を
実
施
す
る
準
備
を
積
極
的
に
す
す
め
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
」
（
前
出
『
初
級
協
同
組
合
定
款
』
第
六
三
条
）

　
　
　
　
　
　
　
ム
ー

　
　
四
　
　
「
標
準
畝
」
評
定

　
土
地
報
酬
の
支
払
は
、
も
と
よ
り
、
出
資
土
地
の
広
さ
と
質
に
応
じ
て
実
施
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
出
資
土
地
の
自
然
的
な
広

　
　
　
　
ム
ー

さ
（
自
然
畝
）
は
、
標
準
畝
に
換
算
さ
れ
、
こ
れ
が
土
地
報
酬
の
個
別
額
算
定
の
基
準
と
さ
れ
る
。
自
然
畝
の
標
準
畝
へ
の
換
算
・

評
価
は
、
労
働
に
対
す
る
報
酬
に
お
け
る
労
働
目
の
作
業
日
へ
の
換
算
と
同
様
に
理
解
さ
九
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

業
日
は
、
組
合
員
の
多
様
な
労
働
、
同
一
作
業
で
生
産
性
の
異
な
る
労
働
を
計
量
す
る
単
位
で
あ
る
。
標
準
畝
は
、
同
一
の
自
然
的

な
広
さ
で
、
自
然
的
条
件
・
過
去
の
労
働
投
入
の
結
果
と
し
て
多
様
な
生
産
性
を
も
つ
土
地
を
、
同
一
単
位
で
評
価
し
う
る
よ
う
に

す
る
尺
度
で
あ
る
。
こ
の
換
算
作
業
は
、
協
同
組
合
設
立
の
成
否
、
貧
農
と
中
農
の
団
結
・
相
互
利
益
の
保
証
に
か
か
わ
る
竜
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

あ
り
、
同
時
に
、
農
業
税
納
付
の
基
準
確
定
や
「
三
定
政
策
」
　
（
一
定
生
産
・
一
定
買
付
、
一
定
販
売
）
の
実
施
と
も
互
い
に
関
連

す
る
要
件
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
「
三
定
」
に
お
け
る
生
産
且
坦
査
定
と
の
対
比
は
注
目
に
値
す
る
。
『
農
村
に
お
け
る
糧
穀
の
計
画



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

買
付
・
計
画
販
買
に
関
す
る
暫
行
弁
法
』
（
第
九
条
）
に
よ
る
と
、
一
定
の
生
産
量
は
、
糧
穀
作
付
耕
地
の
平
年
高
に
も
と
グ
い
て
、

戸
毎
に
算
出
・
決
定
す
る
。
そ
し
て
、
五
五
年
に
正
常
な
収
獲
を
え
た
耕
地
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
そ
の
実
績
生
産
量
に
て
ら
し
て

単
位
面
積
の
平
年
作
高
を
算
定
す
る
と
し
て
い
る
。
ン
、
の
際
、
計
画
買
付
・
計
画
販
売
の
数
量
を
よ
り
現
実
的
な
も
の
と
す
る
た
め

に
、
経
営
諸
条
件
が
不
完
全
な
農
家
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
同
等
の
自
然
条
件
を
も
つ
土
地
の
産
量
よ
り
も
や
や
低
く
査
定
さ
れ
た
。

同
時
に
、
一
般
的
に
い
え
ば
、
農
民
の
生
産
意
慾
を
促
が
す
た
め
に
、
自
然
的
条
件
が
同
等
だ
が
経
営
条
件
が
良
好
で
産
量
が
と
く

に
高
い
土
地
に
つ
い
て
も
、
査
定
は
実
績
産
量
を
下
ま
わ
っ
た
。
　
「
計
画
生
産
」
に
お
け
る
産
量
査
定
の
こ
う
し
た
配
慮
に
比
し
て
、

標
準
畝
査
定
で
の
配
慮
は
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
経
営
条
件
の
不
完
全
な
農
家
　
　
主
と
し
て
貧
農
の
利
益
を
保
証
す
る
基
本
方
針

を
一
つ
に
ー
し
な
が
ら
も
、
異
っ
た
形
を
と
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
土
地
の
質
・
量
は
同
等
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
経
営
条
件
が

不
完
全
な
た
め
に
、
生
産
量
が
比
較
的
少
な
い
場
合
、
今
後
経
営
条
件
の
改
善
に
よ
っ
て
そ
の
土
地
の
所
有
老
が
手
に
す
る
利
益
を

考
慮
し
て
、
評
価
は
一
般
に
実
績
産
量
を
若
干
上
ま
わ
る
。
他
方
、
単
独
経
営
当
時
に
土
地
改
良
や
各
種
水
利
建
設
が
実
施
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）
　
（
５
）

土
地
に
つ
い
て
は
、
自
然
的
与
件
と
し
て
同
等
の
質
を
も
つ
土
地
の
産
量
評
価
よ
り
も
有
利
に
査
定
さ
れ
る
。

　
　
（
１
）
　
ソ
連
邦
科
学
院
『
経
済
学
教
科
書
」
改
訂
三
版
お
よ
び
初
版
、
第
四
分
冊
八
八
三
頁
を
参
照
。

　
　
（
２
）
　
中
国
に
お
け
る
農
業
税
の
形
成
の
歴
史
的
過
程
、
杜
会
主
義
蓄
積
・
工
業
化
に
果
す
そ
の
役
割
、
お
よ
び
農
業
税
額
決
定
に
っ
い
て
は
、

　
　
　
杉
野
明
夫
「
中
国
に
お
け
る
農
業
税
の
形
成
」
（
『
経
済
学
雑
誌
』
第
三
八
巻
第
六
号
）
を
参
照
。

　
　
（
３
）
『
人
民
目
報
』
、
五
五
年
八
月
十
五
目
を
参
照
。

　
　
（
４
）
　
前
出
『
初
級
協
同
組
合
定
款
」
第
二
一
条
。

　
　
（
５
）
　
な
お
、
標
準
畝
の
具
体
例
を
あ
げ
る
と
、
河
北
省
通
県
と
田
家
府
村
の
光
輝
農
業
生
産
協
同
組
合
は
、
五
五
年
の
分
配
に
当
っ
て
、
平
年

　
　
　
作
柄
時
に
糧
穀
一
石
を
生
産
す
る
自
然
面
積
を
一
標
準
畝
に
換
算
・
評
価
し
て
い
る
。
（
「
田
家
府
村
光
輝
農
業
合
作
杜
調
査
報
告
」
『
経
済
研
、

　
　
　
究
』
誌
五
五
年
四
号
）

　
　
　
　
「
土
地
報
酬
」
に
か
ん
す
る
基
本
的
考
察
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
（
七
八
九
）

寺
硲
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二
六
　
（
七
九
〇
）

　
　
働
　
　
「
比
例
配
分
方
式
」

　
出
資
土
地
の
評
価
尺
度
で
あ
る
標
準
畝
が
、
現
実
に
尺
度
と
し
て
の
機
能
を
果
す
た
め
に
は
、
協
同
組
合
の
純
収
入
中
か
ら
、
土

地
報
酬
に
充
当
さ
れ
る
総
額
が
決
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
土
地
報
酬
総
額
は
、
協
同
組
合
設
立
の
初
期
、
あ
る
い
は
生
産
量
が
不

安
定
な
地
域
で
は
、
一
般
に
組
合
員
の
個
人
的
取
得
分
Ｈ
蓄
積
・
控
除
基
金
に
対
す
る
消
費
基
金
に
あ
て
ら
れ
る
部
分
の
総
和
か
ら

あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
一
定
の
比
率
（
残
余
は
労
働
報
酬
総
額
で
あ
る
）
に
よ
っ
て
保
留
さ
れ
る
。
こ
の
充
当
総
額
を
協
同
組
合

内
の
総
標
準
畝
で
割
っ
て
え
た
額
が
、
単
位
標
準
畝
当
り
の
報
酬
額
で
あ
り
、
こ
れ
に
各
組
合
員
の
標
準
畝
数
を
か
け
て
個
別
総
額

を
定
め
る
。
つ
ま
り
、
各
組
合
員
の
出
資
標
準
畝
が
総
標
準
畝
に
占
め
る
比
率
に
よ
っ
て
、
か
れ
の
取
得
す
る
土
地
報
酬
額
が
最
終

的
に
決
定
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
比
例
配
分
方
式
」
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
　
（
図
式
１
）

　
　
　
図
外
Ｈ
．
　
「
序
重
罰
ヰ
斗
斗
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
囲
唖
」
幣
Ｈ
吟
畑
ｅ
輔
廿
博
酔
×
蝉

　
岸
栂
、
〔
汽
ぴ
Ｈ
『
替
…
覇
壁
ム
議
訣
測
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
－
べ
囲
望
』
淋
口
吟
畑
ｏ
）
」
い
き
一
鶏
壁
上
競

　
　
　
　
　
　
一
巴
　
　
　
蒔
回
酋
吟
｝
璃
橋
巽
講
蝉
　
　
　
一
〇
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
団
）

　
　
（
時
）
婁
艸
序
概
受
募
片
９
ま
鳩
腓
紛
◎
遠
警
・
二
鮮
轡
叫
び
一
宴
筈
マ
◎
囲
聲
・
竺
ス
骨
詰
茸
薯
沖
カ
厨
ｄ
沃
ぎ
Ｆ
汁
ま
・
（
・

　
　
　
　
一
〇
一
芦
跨
轡
叫
ぴ
。

　
「
比
例
方
式
」
を
採
用
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
協
同
組
合
内
の
消
費
基
金
部
分
が
増
加
す
る
（
原
則
上
、
蓄
積
基
金
の
減
少
に
よ
る

も
の
で
は
な
く
、
純
収
入
の
増
加
に
よ
る
）
と
、
当
然
、
土
地
報
酬
充
当
総
額
が
増
加
し
、
単
位
標
準
畝
当
り
の
報
酬
額
、
ひ
．
い
て

は
、
個
別
組
合
員
の
取
得
の
土
地
報
酬
額
が
増
加
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
比
例
配
分
に
お
い
て
、
分
配

計
画
で
定
め
ら
れ
た
比
率
が
、
総
額
を
多
少
と
も
固
定
化
す
る
傾
向
を
示
す
点
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
の

年
、
そ
の
地
方
の
平
均
生
産
量
を
こ
え
た
増
産
部
分
か
ら
消
費
基
金
に
ま
わ
さ
れ
る
部
分
は
、
土
地
報
酬
に
充
当
さ
れ
な
い
か
ま
た



は
そ
Ｏ
比
率
は
平
均
牛
産
最
に
対
す
る
計
画
比
率
を
下
ま
わ
る
〕
　
（
靖
２
．
３
夫
を
参
照
Ｊ
し
た
が
っ
て
、
分
妃
○
実
続
に
お
い
て
、

十
地
報
酬
総
額
が
消
費
基
金
総
額
に
占
め
る
比
率
は
計
画
比
率
を
下
ま
わ
り
、
絶
対
額
は
計
画
の
ン
、
れ
を
最
小
限
確
保
す
る
こ
と
に

な
る
。
こ
の
傾
向
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
組
合
員
の
個
別
額
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
他
方
、
減
収
の
場
合
、
実
績
比
率
が
計

画
比
率
と
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
絶
対
額
は
計
画
を
下
ま
わ
る
。

　
「
比
例
方
式
」
に
お
け
る
労
働
報
酬
と
土
地
報
酬
と
の
二
分
配
形
態
問
の
比
率
は
、
各
協
同
組
合
の
個
別
的
な
経
済
的
諸
条
件
、

生
産
発
展
の
度
合
や
自
然
条
件
な
ど
に
も
と
ず
い
て
、
多
様
な
関
係
に
定
め
ら
れ
る
。
比
率
決
定
に
当
っ
て
は
、
出
資
標
準
畝
が
相

対
的
に
多
く
労
働
力
（
作
業
日
）
が
相
対
的
に
少
な
い
組
合
員
層
と
、
標
準
畝
が
相
対
的
に
少
く
労
働
力
（
作
業
庁
）
が
相
対
的
に

多
い
組
合
員
層
　
　
主
と
し
て
中
農
と
貧
農
（
新
中
農
を
ふ
く
む
）
　
　
の
利
益
・
物
質
的
関
心
を
そ
れ
ぞ
れ
満
足
さ
せ
る
と
い
う

互
利
の
原
則
が
貫
か
れ
る
。
と
り
わ
け
、
協
同
組
合
の
初
期
の
発
展
段
階
で
は
、
土
地
報
酬
も
低
く
す
ぎ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
、

比
較
的
良
好
な
土
地
を
相
対
的
に
多
く
所
有
す
る
農
民
を
協
同
組
合
に
加
入
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
土
地
を
所
有
す
る
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

労
働
力
に
不
足
す
る
組
合
員
に
も
適
当
な
収
入
を
取
得
さ
せ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
協
同
組
合
の
収
入
は
、
集
団
労
働
に
よ
っ
て
獲

得
さ
れ
る
も
○
で
あ
っ
て
、
組
合
員
の
土
地
所
有
権
が
創
出
す
る
も
の
で
は
な
い
、
磐
言
す
れ
ば
、
ン
、
の
土
地
所
有
権
は
、
協
同
組

合
の
消
費
基
金
か
ら
土
地
報
酬
を
所
有
者
に
引
渡
す
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
故
に
、
土
地
の
報
酬
は
労
働
の
報
酬
よ
り
も
低
く
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

め
ら
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
元
米
、
協
同
組
合
に
お
け
る
分
配
は
、
生
産
の
発
展
・
た
え
ま
な
い
増
収
に
よ
っ
て
根
底
か

ら
支
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
右
の
如
き
二
形
態
問
の
主
・
従
関
係
も
、
そ
の
も
と
で
の
各
組
合
員
の
収
入
が
協
同
組
合
加
入
前

に
比
し
増
加
し
、
か
つ
、
年
六
増
加
す
る
こ
と
な
し
に
は
成
立
し
え
な
い
。

　
さ
ら
に
、
比
率
関
係
の
変
動
に
あ
っ
て
も
、
土
地
報
酬
は
従
の
地
位
を
占
め
、
労
働
報
酬
の
比
率
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
比
．

　
　
　
「
土
地
報
酬
」
に
か
ん
す
る
基
本
的
考
察
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
（
七
九
一
）

●



●

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
八
巻
・
第
五
・
六
含
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
　
（
七
九
二
）

率
は
低
下
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
協
同
組
合
の
総
杜
会
労
働
力
が
経
営
土
地
に
量
的
・
質
的
に
不
断
に
増
加
投
入
さ
れ
る
な
か
で
、
協

同
組
合
収
入
は
益
六
大
き
な
程
度
で
組
合
員
総
労
働
の
所
産
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
集
中
さ
れ
計
画
的
に
利
用
さ
れ
る

経
済
諾
力
と
労
働
力
が
、
分
散
経
営
時
に
投
入
さ
れ
た
そ
れ
ら
に
か
わ
っ
て
、
時
六
刻
点
に
増
産
・
増
収
、
組
合
員
収
入
の
増
加
の

た
め
の
唯
一
の
基
礎
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
重
要
な
こ
と
に
、
協
同
組
合
は
、
耕
作
技
術
の
改
革
、
共
有
生
産
諸
手
段
の
増
加
を

つ
う
じ
て
、
一
歩
一
歩
と
労
働
生
産
性
の
ひ
き
あ
げ
、
土
地
と
生
産
用
具
利
用
率
の
向
上
、
資
金
の
合
理
的
・
計
画
的
使
用
を
す
す

額実と率比の問態形諸配分年
５
３

１
９表－第

）元（

５
●
６

２
●
９

４
●
３

１
●
３

額

５
２

３
８
，

１
３
，

１
４
，

実

３

２

６

得所

％

％

／

％

業
ｕ

４
６
９

Ｏ
Ｏ

一
昌

１

－

１
■

地

得

土

％

％

／

％

入

４
６
９

Ｏ
Ｏ

所

借

１
’

業

地

）
Ｏ

）
Ｏ

土

５
（

５
（

％

％

％

％

農

資

４
８
４

．
８
４

Ｏ
Ｏ

出

１

金
Ｈ
酎

１
酬

基

報

報

積

働

地

計

蓄

労

土

’
　
　
　
　
ｊ

）画計（率比の間態形諸配分年
５
４

１
９表２第

得所

％

％

／

％

業
ｕ

５
５
９

Ｏ
Ｏ

首
固

１

１
一

地土

％

％

／

％

得

入

５
５
９

Ｏ
Ｏ

借

１

所

地

，
１
）
Ｏ

）
Ｏ

帯
８
（

２
（

％

％

％

％

５
６
７

９
１

Ｏ
Ｏ

業

出

１

地

，
」
　
　
　
；
）
Ｏ

）
Ｏ

農

腎
６
（

４
（

％

％

％

％

５
７
５

８
３

Ｏ
Ｏ

出

１

’
」

金

酬

酬

基

報

報

積

働

地

計

蓄

労

土

額実と率比の間態形諸配分年
５
４

１
９表３第

）
元
（
額
実

５
一
７
７
２

７
一
８
２
郷

〇
一
５
７
叩

１

得
所
業
副

／ ％
ｏ
０
１

／
’
■
－

％
ｏ
ｏ
■

得
所
業
農

％
４
一
１
９

％
ｏ
０
１

地
帯
出

％
３

％
ｏ
０
１

す対に分部産増はの

（
一

〇

率比るす対に産生常

山告報査調作合産生業農輝光村府家田「

粁
率
出

Ｎ
比
前

¢
る
（

）注（

●



め
る
が
、
こ
う
し
た
技
術
水
準
の
漸
次
的
向
上
、
生
産
諾
力
の
不
断
の
発
展
は
、

条
件
、
農
業
経
営
の
多
角
化
の
た
め
の
条
件
を
提
供
す
る
。

労
働
と
資
金
の
追
加
的
・
連
継
的
投
下
の
た
め
の

（
１
）
　
前
出
『
初
級
協
同
組
合
定
款
二
第
一
八
条
・
二
〇
条
。

（
２
）
　
前
同
、
及
び
第
１
，
２
，
３
表
を
参
照
。

　
表
示
の
如
く
、
光
輝
協
同
組
合
で
は
、
五
三
年
土
地
報
酬
と
労
働
報
酬
の
比
率
は
五
〇
対
五
〇
と
均
衡
せ
し
め
た
が
、

　
六
〇
と
土
地
報
酬
の
比
率
を
低
下
さ
せ
た
。

五
四
年
に
は
、
四
〇
対

　
　
ゆ
　
「
比
例
配
分
方
式
」
と
組
合
員
収
入
の
動
態

　
さ
て
、
み
ぎ
の
比
率
関
係
の
決
定
、
そ
の
変
動
の
な
か
で
、
組
合
員
収
入
が
如
何
な
る
動
態
を
示
す
か
、
ま
た
、
そ
こ
に
み
ら
れ

る
法
則
性
を
と
ら
え
る
た
め
に
、
つ
ぎ
の
仮
定
例
を
利
用
し
て
、
若
干
の
展
開
を
こ
こ
ろ
み
る
。
（
仮
定
表
１
）

　
一
、
ま
ず
、
　
「
比
例
方
式
」
に
お
け
る
土
地
報
酬
額
の
固
定
化
傾
向
に
つ
い
て
　
　
、

　
１
欄
に
お
い
て
、
消
費
基
金
総
額
を
三
、
○
○
○
元
と
仮
定
し
、
形
態
問
の
比
率
を
五
〇
対
五
〇
と
定
め
る
。
こ
こ
で
は
、
Ａ
・

Ｂ
・
ｃ
組
合
員
（
層
）
と
も
に
収
入
額
は
一
、
Ｏ
○
元
で
あ
る
。

　
■
欄
で
は
、
比
率
関
係
は
不
変
、
一
〇
％
増
収
と
す
る
。
さ
き
に
見
た
如
く
、
い
ま
、
増
収
分
三
〇
〇
元
を
土
地
報
酬
に
充
当
し

な
い
場
令
、
表
の
如
き
結
果
を
う
る
。
Ａ
は
八
○
元
、
Ｂ
は
一
〇
〇
元
、
Ｃ
は
二
一
〇
元
を
そ
れ
ぞ
れ
増
収
す
る
。
増
収
率
順
位
は
、

Ｃ
，
Ｂ
，
Ａ
と
な
る
。
土
地
報
酬
の
個
別
額
は
、
１
欄
と
不
変
で
あ
る
が
、
実
績
比
率
は
、
土
地
報
酬
四
五
・
五
対
労
働
報
酬
五
四
・

五
と
、
土
地
報
酬
は
絶
対
的
に
は
不
変
の
ま
ま
、
相
対
的
に
は
低
下
す
る
。
な
お
、
一
〇
％
の
増
収
部
分
か
ら
土
地
報
酬
に
充
当
す

　
　
　
「
土
地
報
酬
」
に
か
ん
す
る
基
本
的
考
察
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
（
七
九
三
）

一
ご
．
漆
茎
二
｛
ぐ
ゴ
、
ｊ
一
．
ジ
ー
．
ま
、
－
　
　
　
１
、
言
∴
　
、



態態の入収員合組と」式方分配例比「１表定仮

立
命
館
経
済
学
（
第
八
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

ＣＢＡ率比計元は位単額実

００６Ｏ０５００４
５
０Ｏ０５１酬報働労

Ｏ０４００５Ｏ０６
５
０Ｏ０５１Ｈ酎報地土

Ｏ００．１０００．１０００，１００１０００３計

１

０２７Ｏ０６０８４５■４５Ｏ０８１酬報働労

Ｏ０４００５Ｏ０６５●５４００５１酬報地土

０２１，１〇〇〇，１０８０，１Ｏ０１Ｏ０３，３計

■

２９７０６６８２５
６
０

Ｏ
　
．８９１州醇報働労

２５３０４４０２５
４
００２３，１酬報地土

４４１，１Ｏ０１，１６５０，１Ｏ０１Ｏ０３，３計

皿

２１９０６７８０６３
●

３６０８２，２酬報働労

２５３０４４８２５７
●

６３０２３，１酬報地土

４６２．１００２，１６３１，１Ｏ０１Ｏ０６，３計

ｗ

、
Ｂ
階
　
　
動
　
　
と
め

　
　
三
　
　
変
　
。
ｏ
ｏ
た

逆
の
　
　
然
る
Ｏ
・
る

　
　
　
　
　
　
１

の
中
　
　
当
す
よ
す

そ
員
　
　
，
定
計
に

は
合
　
は
仮
合
白

Ｃ
組
。
日
と
入
明

　
　
　
い
業
変
収
を

少
を
よ
乍
不
こ
化

　
　
　
　
ｆ
　
　
　
　
　
　
　
サ

日
Ｃ
て
と
も
も
変

憎
篶
∴

多
，
の
資
　
Ｂ
は

が
た
も
出
カ
Ａ
れ

畝
ま
す
の
だ
　
　
こ

準
，
わ
　
け
む

　
　
　
　
Ｃ

標
位
表
　
　
わ
で
カ

は
中
を
Ｂ
る
欄
た

Ａ
は
層
Ａ
す
１
し

１
）
　
　
　
２
）
　
　
３
）

○るあで

五
六
元
、
Ｂ
は
一
〇
〇
元
、
Ｃ
は
一
四
四
元
と
増
収
す
る
が
、
■
欄
に
比
較
す
る
と
、
Ａ
は
二
四
元
の
減
収
、

四
元
の
増
収
と
な
る
。
こ
の
場
合
で
も
、
増
収
順
位
（
減
・
不
変
を
含
め
て
）
は
Ｃ
，
Ｂ
，
Ａ
で
あ
る
。
土
地
報
酬
の
絶
対
的
．
相

対
的
低
下
は
み
る
と
お
り
明
白
で
あ
る
。

　
ｗ
欄
で
は
、
計
画
比
率
を
四
〇
対
六
〇
と
不
変
、
消
費
基
金
総
額
は
■
欄
に
比
し
一
〇
％
増
加
し
、
三
、
六
〇
〇
元
と
す
る
。
■

欄
欄
と
同
様
に
増
収
分
か
ら
土
地
報
酬
に
充
当
せ
ず
、
表
示
の
結
果
を
え
る
。
実
績
比
率
は
三
六
．
七
対
．
六
三
．
三
と
恋
る
。
増

収
順
位
は
当
然
Ｃ
，
Ｂ
，
Ａ
で
あ
る
。

三
〇
　
（
七
九
四
）

る
比
率
を
計
画
比
率
よ
り

引
き
下
げ
た
場
合
で
も
、

右
の
動
態
に
変
化
は
な
い

　
二
、
つ
い
で
、
比
率
関

　
　
係
の
変
動
に
お
け
る

　
　
傾
向
に
う
つ
る

　
皿
欄
に
お
い
て
、
消
費

金
額
は
■
欄
と
不
変
、
比

率
を
四
〇
対
六
〇
と
土
地

報
酬
の
そ
れ
を
引
き
下
げ

る
。
１
欄
に
比
し
、
Ａ
は

　
　
Ｂ
は
不
変
、
Ｃ
は
二



　
以
上
に
よ
っ
て
、
比
率
関
係
の
決
定
・
そ
の
変
動
に
み
ら
れ
る
法
則
性
は
つ
ぎ
の
如
く
要
約
し
う
る
。
す
な
わ
ち
、
土
地
報
酬
総

額
・
個
別
額
は
相
対
的
絶
対
的
に
低
下
し
、
他
方
労
働
報
酬
の
そ
れ
は
増
加
す
る
。
そ
の
な
か
で
、
増
収
順
位
は
、
Ｃ
，
Ｂ
，
Ａ

標
準
畝
の
相
対
的
に
少
く
労
働
力
の
相
対
的
に
多
い
組
合
員
（
層
）
か
ら
そ
の
逆
の
条
件
を
も
つ
組
合
員
（
層
）
へ
の
順
位
　
　
で

あ
る
。

　
　
伺
　
作
業
日
比
率
の
変
動
と
組
合
員
収
入
の
動
態

　
右
の
仮
定
例
に
よ
る
考
察
に
際
し
て
、
組
合
員
の
労
働
力
（
よ
り
厳
密
に
は
作
業
目
．
就
業
率
）
を
変
化
し
な
い
も
の
と
し
た
が
、

現
実
に
は
、
き
わ
め
て
複
雑
な
変
動
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
こ
で
、
つ
ぎ
に
、
組
合
員
の
個
別
作
業
日
が
協
同

組
合
の
総
作
業
日
に
占
め
る
比
率
が
、
変
化
す
る
に
つ
れ
て
あ
ら
わ
れ
る
一
般
的
傾
向
を
追
求
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
こ
の
場
Ａ
｝
、
Ａ
，
Ｂ
と
二
類
型
の
組
合
員
（
層
）
を
仮
定
し
、
前
年
度
協
同
組
合
加
入
前
の
各
六
の
消
費
基
金
を
一
、
五
〇
〇
元
、

一
、
○
○
元
と
す
る
。
Ａ
，
Ｂ
で
分
け
る
消
費
基
金
総
額
圭
二
、
○
○
○
元
（
前
年
度
の
合
計
二
、
五
〇
〇
元
の
二
〇
％
増
加
、
純

収
入
三
、
一
五
〇
元
、
蓄
積
率
四
・
八
％
）
と
し
、
Ａ
，
Ｂ
の
出
資
標
準
畝
比
率
を
六
〇
対
四
〇
、
ま
た
作
業
日
の
比
率
は
、
四
〇

対
六
〇
（
ａ
項
）
、
五
〇
対
五
〇
（
ｂ
項
）
、
六
〇
対
四
〇
（
ｃ
項
）
、
と
変
化
を
仮
定
す
る
。
（
仮
定
表
２
）

　
仮
定
表
２
に
よ
っ
て
、
Ａ
，
Ｂ
組
合
員
（
層
）
の
収
入
が
、
二
分
配
形
態
問
の
比
率
変
動
に
つ
れ
て
変
化
し
、
ま
た
作
業
目
比
率

の
変
動
に
っ
れ
て
多
様
に
変
化
す
る
こ
と
を
し
り
う
る
。
増
加
率
を
み
れ
ば
、
土
地
報
酬
一
本
立
分
配
の
場
合
、
Ａ
，
Ｂ
組
合
員

（
層
）
は
い
ず
れ
も
二
一
〇
％
で
あ
る
が
、
差
額
は
六
〇
〇
元
と
も
っ
と
も
大
き
い
。
ま
た
、
労
働
報
酬
一
本
立
分
配
の
場
合
、
作

業
目
比
率
が
Ａ
四
〇
対
Ｂ
六
〇
を
示
す
ａ
項
で
は
、
増
収
率
は
Ａ
の
二
〇
％
減
、
Ｂ
の
八
○
％
増
と
格
差
は
最
大
で
、
か
つ
差
額
も

六
〇
〇
元
と
な
る
。
作
業
目
比
率
が
Ａ
五
〇
対
Ｂ
五
〇
の
ｂ
項
で
は
、
Ａ
の
増
減
な
し
、
　
Ｂ
の
五
〇
％
増
で
差
額
は
な
い
。
　
ま
た
、

　
　
　
　
「
土
地
報
酬
」
に
か
ん
す
る
基
本
的
考
察
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
　
（
七
九
五
）
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三
二
　
（
七
九
六
）

同
比
率
が
Ａ
六
〇
対
Ｂ
四
〇
と
標

準
畝
比
率
と
等
し
い
Ｃ
項
を
み
れ

ば
、
増
収
率
は
と
も
に
二
一
〇
％

を
示
す
が
、
六
〇
〇
元
と
い
う
最

大
の
差
額
に
な
る
。

　
こ
の
際
、
土
地
報
酬
の
比
率
が

労
働
報
酬
の
そ
れ
を
下
ま
わ
る
と

す
る
建
前
か
ら
、
土
地
報
酬
対
労

働
報
酬
の
比
率
が
五
〇
対
五
〇
、

四
〇
対
六
〇
、
三
〇
対
七
〇
で
あ

る
場
合
の
３
，
４
，
５
欄
に
つ
い

て
、
二
三
詳
述
し
て
お
く
。

　
３
欄
ａ
項
に
お
い
て
、
Ａ
は
計

一
、
五
〇
〇
元
を
取
得
し
、
増
収

率
は
一
〇
〇
％
と
前
年
度
水
準
を

よ
う
や
く
保
持
す
る
。
Ｂ
は
計
一
、

’

五
〇
〇
元
を
え
、
増
収
率
は
一
五
〇
％
を
示
す
。
同
ｂ
項
で
は
、
Ａ
は
一

一
〇
％
、
Ｂ
は
二
二
五
例
の
増
収
率
に
な
り
、
同
ｃ
項
で



は
Ａ
，
Ｂ
と
も
に
二
一
〇
％
の
増
収
率
を
示
す
。

　
４
欄
ａ
項
に
お
い
て
、
Ａ
は
計
一
、
四
四
〇
元
を
取
得
し
、
増
収
率
は
九
六
％
と
負
を
示
す
が
、
８
は
計
一
、
五
六
〇
元
を
え
、

一
五
六
％
で
あ
る
。
こ
の
ａ
項
の
場
合
、
Ａ
の
協
同
組
合
加
入
は
成
立
し
な
い
。
同
ｂ
項
で
は
、
Ａ
は
一
〇
八
％
、
Ｂ
は
二
二
八
％

の
増
収
率
を
示
し
、
同
ｃ
項
で
は
、
Ａ
，
Ｂ
は
い
ず
れ
も
二
一
〇
％
で
あ
る
。
土
地
報
酬
比
率
が
四
〇
％
の
条
件
下
で
も
、
作
業
目

比
率
が
五
〇
対
五
〇
に
な
る
場
合
は
、
Ａ
，
Ｂ
問
で
共
同
労
働
が
成
立
す
る
。

　
つ
い
で
５
欄
ａ
項
を
み
れ
ば
、
Ａ
は
計
一
、
三
八
○
元
を
取
得
し
、
増
収
率
は
九
二
％
と
負
を
示
し
、
Ｂ
は
計
一
、
六
二
〇
元
を

え
、
ニ
ハ
ニ
％
に
達
す
る
。
こ
こ
で
は
、
４
欄
ａ
項
に
み
た
以
上
に
、
Ａ
の
協
同
組
合
加
入
は
成
立
し
な
い
。
作
業
目
比
率
が
五
〇

対
五
〇
に
変
化
す
る
と
、
つ
ま
り
、
ｂ
項
で
は
、
Ａ
は
一
〇
六
％
、
Ｂ
は
一
四
一
％
を
示
し
、
Ａ
の
非
加
入
条
件
は
か
ろ
う
じ
て
排

除
さ
れ
る
。
同
ｃ
項
で
は
Ａ
，
Ｂ
は
一
二
〇
％
の
増
収
率
を
も
つ
。

　
こ
の
よ
う
に
、
一
、
４
，
５
欄
と
土
地
報
酬
の
比
率
が
低
下
す
る
に
つ
れ
て
、
Ａ
組
合
員
（
層
）
の
ａ
，
ｂ
項
の
収
入
は
、
一
途

に
減
少
し
、
増
収
率
も
鈍
化
し
、
と
き
に
は
負
を
示
す
が
、
Ｃ
項
で
は
、
収
入
は
不
変
で
、
増
収
率
も
二
一
〇
％
水
準
を
維
持
す
る
。

他
方
、
Ｂ
組
合
員
（
層
）
の
ａ
，
ｂ
項
の
収
入
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
途
に
増
加
し
、
増
収
率
も
急
速
化
す
る
。
そ
し
て
、
ｃ
項
で
は
、

Ａ
組
合
員
（
層
）
と
同
じ
く
収
入
額
・
増
収
率
と
も
同
水
準
を
保
持
す
る
。
ガ
た
、
二
形
態
問
の
比
率
が
一
定
の
も
と
で
・
Ａ
組
合

員
（
層
）
は
、
ａ
，
ｂ
，
ｃ
項
と
作
業
目
比
率
を
高
め
る
に
し
た
が
い
、
増
収
率
を
二
一
〇
％
の
最
大
値
へ
引
上
げ
る
。
Ｂ
組
合
員

（
層
）
は
、
同
じ
条
件
の
も
と
で
、
増
収
率
を
二
一
〇
％
の
最
小
値
へ
引
下
げ
る
。

　
さ
ら
に
、
二
形
態
間
の
比
率
が
組
合
員
収
入
の
た
え
ま
な
い
増
加
を
前
提
と
す
る
と
い
う
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
右
の
如
き
傾
向
を

も
と
に
し
て
、
つ
ぎ
の
如
く
要
約
し
う
る
。
す
な
わ
ち
、
４
欄
に
お
い
て
は
、
Ａ
組
合
員
（
層
）
の
作
業
目
比
率
が
五
〇
％
に
高
ま

　
　
　
　
「
土
地
報
酬
」
拒
か
ん
す
る
基
本
碗
考
－
察
バ
松
暦
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
　
（
七
九
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
八
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
　
（
七
九
八
）

る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
土
地
報
酬
四
〇
対
労
働
報
酬
六
〇
の
比
率
関
係
が
成
立
し
う
る
。
作
業
目
比
率
が
高
ま
ら
な
い
場
合
は
、
３

欄
（
増
収
率
一
〇
〇
％
）
ま
た
は
２
欄
（
同
一
〇
四
％
）
と
、
土
地
報
酬
比
率
を
引
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
ｂ
項
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

と
で
は
・
土
地
報
酬
三
〇
対
労
働
報
酬
七
〇
の
比
率
関
係
も
Ａ
組
合
員
（
層
）
に
六
％
の
増
収
を
も
た
ら
す
。
こ
の
こ
と
は
、
Ａ
組

合
員
（
層
）
の
勤
労
老
の
側
面
か
ら
す
る
生
産
参
加
を
刺
戟
す
る
分
配
制
度
上
の
大
き
な
要
因
で
あ
る
。
他
方
、
さ
き
に
も
み
た
如

く
・
Ｂ
組
合
員
（
層
）
の
収
入
は
、
い
ず
れ
の
作
業
目
比
率
の
も
と
で
も
増
加
す
る
の
で
、
た
え
ざ
る
増
収
の
保
証
と
い
う
原
則
は

終
姶
満
是
さ
せ
ら
れ
る
。
だ
が
、
作
業
目
比
率
の
低
下
が
増
収
率
の
鈍
化
を
結
果
す
る
故
に
、
か
れ
の
よ
り
以
上
の
増
収
は
、
労
働

の
嵐
的
質
的
な
追
加
投
下
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
こ
で
も
Ｂ
組
合
員
（
層
）
の
労
働
意
欲
が
刺
戟
さ
れ
る
。

　
　
（
注
）
　
作
業
目
変
動
に
と
も
な
う
組
合
費
収
入
動
態
の
実
例
に
つ
い
て
は
、
前
出
、
拙
稿
「
農
業
生
産
協
同
組
合
に
お
け
る
分
配
間
題
」
に
お
い

　
　
　
て
詳
細
に
わ
た
る
指
摘
を
し
て
お
い
た
。

　
　
ゆ
　
　
「
固
定
配
分
方
式
」

　
す
で
に
み
た
と
お
り
、
土
地
報
酬
は
「
比
例
配
分
方
式
」
の
採
用
、
そ
の
比
率
関
係
の
変
動
を
つ
う
じ
て
、
し
だ
い
に
そ
の
額
を
固

定
化
す
る
傾
向
に
あ
る
が
、
こ
の
傾
向
を
制
度
化
し
た
も
の
が
、
土
地
報
酬
総
額
を
一
定
額
に
固
定
す
る
方
式
、
い
わ
ゆ
る
「
固
定
配

分
方
式
」
で
あ
る
。
　
「
固
定
配
分
方
式
」
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
協
同
組
合
生
産
、
経
営
の
安
定
化
が
前
提
と
な
る
こ
と
は
い
う

ま
で
も
叶
～
。
こ
の
方
式
の
下
で
の
標
準
畝
は
、
「
比
例
配
分
方
式
」
の
下
で
の
そ
れ
と
異
な
る
機
能
を
果
す
尺
度
と
な
つ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
か
つ
て
、
標
準
畝
は
土
地
報
酬
総
額
か
ら
各
組
合
員
が
受
取
る
土
地
報
酬
額
を
定
め
る
相
対
的
な
尺
度
で
あ
っ
た
が
、

「
固
定
配
分
方
式
」
の
も
と
で
は
、
消
費
基
金
総
額
か
ら
一
定
額
を
差
引
く
絶
対
的
尺
度
で
あ
る
。
　
（
図
式
２
）

　
　
　
図
舛
Ｎ
　
　
「
国
洲
凧
園
刷
ヰ
斗
沸
」



厘
撃
よ
菱
姦
×
養
泣
養
義
嚢
一
い
べ
国
団
．
、
酋
吟
雪
庁
き
難
堕
、
、
麓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ず
一

　
　
一
巴
一
葦
島
鷲
幕
－
浦
慧
一
蕃
吟
畑
塁
算
衰
ざ
誉
ノ
粛
ミ
済
一
予
誓
↑
淳
糞
姦

　
河
北
省
の
光
輝
農
業
生
産
協
同
組
合
で
は
、
五
五
年
、
平
年
作
柄
時
は
糧
穀
一
石
を
収
穫
す
る
白
然
畝
を
一
標
準
畝
と
評
価
し
、

か
つ
・
一
標
準
畝
当
り
の
土
地
報
酬
額
を
四
五
斤
と
計
画
し
た
。
ま
た
、
山
西
省
陳
家
荘
協
同
組
合
で
は
、
一
標
準
畝
当
り
五
山
な
い

し
七
斤
の
報
酬
と
固
定
し
た
。

　
さ
き
の
仮
定
例
に
よ
る
分
析
の
結
果
え
た
一
般
的
な
傾
向
か
ら
、
　
「
固
定
配
分
方
式
」
の
も
と
で
の
Ａ
，
Ｂ
，
Ｃ
組
合
員
（
層
）

ま
た
は
Ａ
・
Ｂ
組
合
員
（
層
）
収
入
が
示
す
動
態
を
推
測
す
る
こ
と
は
容
場
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
協
同
組
合
生
産
の
着
実
は
発

展
・
収
入
の
不
断
の
増
加
を
基
礎
と
し
つ
つ
、
各
組
合
員
就
労
率
の
あ
る
程
度
の
平
準
化
を
と
も
な
う
向
上
な
し
に
は
、
か
れ
ら
組

合
員
の
増
収
は
実
現
し
え
な
い
と
い
う
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。

　
　
（
１
）
　
「
土
地
の
報
酬
は
、
ふ
っ
う
協
同
組
合
が
合
議
の
う
え
、
固
定
し
た
額
を
ぎ
め
る
こ
と
と
し
、
協
同
組
合
の
生
産
の
発
展
に
と
も
な
っ
て

　
　
ふ
や
す
べ
ぎ
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
協
同
組
合
生
産
の
発
展
に
よ
っ
て
え
た
利
益
は
、
労
働
の
報
酬
と
共
有
財
産
の
半
積
の
方
に
十
分
ま
わ
す

　
　
べ
き
で
あ
る
」
（
前
出
『
初
級
協
同
組
合
定
款
。
一
第
二
〇
条
）

三
　
土
地
報
酬
の
廃
棄
と
そ
の
経
済
的
条
件

　
土
地
報
酬
の
廃
棄
、
す
な
わ
ち
、
初
級
協
同
組
合
に
お
い
て
、
農
民
が
土
地
報
酬
を
取
得
す
る
襖
機
で
あ
っ
た
土
地
所
有
権
の
没

価
値
化
の
実
現
、
換
言
す
れ
ば
、
初
級
協
同
組
合
か
ら
完
全
に
杜
会
主
義
的
な
農
業
生
産
協
同
組
合
（
以
下
－
高
級
協
同
組
合
）
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

の
箏
、
展
・
移
行
に
あ
た
っ
て
の
収
入
分
配
上
の
原
則
的
条
件
は
、
九
〇
％
以
上
の
組
合
員
が
そ
れ
ぞ
れ
増
収
す
る
こ
と
で
あ
る
。
レ
し

　
　
　
　
「
土
地
報
酬
」
に
か
ん
す
る
基
本
的
考
察
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
　
（
七
九
九
）



動変の入収員合組うなもとに棄廃ゆ酬報地土表
４第

立
命
館
経
済
学
（
第
八
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

働

，
）

労

く
員

）

，
く

多
合

考

に
組

備

多
）

的
い

（

）
、

に
員

対
な

レ

態

高

的
合

相
少

一
」
吾

対
組

が
に

く

相
い

段
的

と

か
な

手
対

よ
ｏ

段
少

諸
相

率

手
に

産
が

収

諸
的

生
力

増

産
対

資
働

収

の

生
相

出
労

増

資
が

（

の

農貧
、
）

出
力

、
）

％

な

（

（

な

５
３

収

減

収

収

滅

収

動
勺
系

増

増

減

増

増

減

ヒ
上

比

比

こ
百

こ
～

１
１

１
１

こ
－

度

度

度
１
１

１
１

年

年

年

前
３
５

３
５

員
）
合
％

般
員
合３
７

５
１

２
１

５
８

０
１

５

組
（

一
組

目項

酬
高
組
の

３
５

５
４
報
・
同
行
目

５
５

度
９
１

１
９
地
棄
協
移
年

９
１

年

土
廃
級
合
１

」杜級高為転杜級初初由様缶杜作合産生
）
業
目
農
ｕ
光
月

曙
１
２
「
年

甲
５
５
連
』
王
報
，
目

生
民
俊
人
陳
¢
）注（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
　
（
八
○
○
）

こ
で
の
間
題
は
、
こ
の
原
則
的
条
件
が
協
同
組
合
生
産
の
拡
大
発
展
と
い

う
現
実
の
も
と
で
、
な
お
綱
領
的
性
質
を
も
つ
と
こ
ろ
に
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
ば
、
土
地
報
酬
を
廃
棄
し
て
、
組
合
員
の
土
地
を
協
同
組
合
の
集
団
的

所
有
に
移
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
き
の
「
比
例
配
分
方
式
」
　
「
固
定
配
分

方
式
」
に
み
ら
れ
た
増
収
率
の
緩
急
の
緒
果
が
、
き
わ
め
て
端
的
に
表
現

さ
れ
て
、
一
部
組
合
員
（
層
）
の
増
収
、
他
組
合
員
（
層
）
の
減
収
と
い

う
事
態
を
惹
起
す
る
故
で
あ
る
。
（
第
４
表
）

　
第
４
表
に
し
た
が
え
ば
、
土
地
報
酬
の
廃
棄
が
結
果
す
る
組
合
員
収
入

の
推
移
と
間
題
点
は
、
つ
ぎ
の
二
点
に
要
約
し
う
る
。

　
一
、
五
四
年
　
　
高
級
協
同
組
合
へ
移
行
一
年
目
　
　
、
五
三
年
に
比

し
生
産
が
一
五
％
減
の
た
め
、
一
作
業
目
当
り
報
酬
額
は
予
定
水
準
に
た

た
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
組
合
員
の
七
三
％
は
増
収
し
た
が
、
一

五
％
は
増
減
な
く
、
二
一
％
は
減
収
し
た
。
か
つ
て
標
準
畝
が
相
対
的
に

多
く
作
目
が
少
な
か
っ
た
組
合
員
の
場
合
、
土
地
報
酬
廃
棄
に
よ
る
増
収

率
の
鈍
化
の
度
合
が
、
作
業
日
比
率
の
向
上
七
一
作
業
目
当
り
報
酬
額
の

増
加
に
よ
る
増
収
率
の
の
び
を
こ
え
た
の
で
あ
る
。

　
二
、
五
五
年
　
　
移
行
二
年
目
　
　
、
生
産
は
五
四
年
に
比
し
二
〇
％

、

｝…｝』
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滞

…
晴
－

杜
刀
級
（

－
戸
杜
つ
級
叫

－
吊
■
．

杜
■
）
級
（高

杜
・
）
級
Ｇ

Ｉ
■
惰
杜
り
級
（

１
■
古
ｒ
－

杜
り
．

級
（
初
－

杜
１
）
級
（初

、
組
一
．

　
助
　
互

　
易

　
当

　
経

一
〇〇〇

一
　
　
，

一
４００８３

一
〇
〇

皿
５
，

一
３Ｏ０５３００３３００３３

８
（
ｏ
　
　
　
〇
一

．
　
．
　
　
０

３
６
一
４

１
５
１
２
「

　
　
■

６
０

４
０
４

１
■
１
１

３
１
上

４
１
１

３
１
■

１
■
１
■

つ
、
）
１
１

４
１
■

つ
０
１
１

１
■
１
上

○
ソ
７
１

６
一
４

■
巾
…
二

３
７
’
ｏ
４

つ
＾
０

１
■
１
■

ユ
、
ｏ
ｏ

０５１．３０００．３００６２）
尻入収純

３００３

１
０
Ｌ
０
２
１

」
■
－
－

　
一
３

５１１００１

Ｏ０２０※Ｏ０２

）吃○率加増

０５１００１００１）
尻金基積蓄

Ｏ０１８７

一
■
↓
■
　
■５８６６０※６０６６７

■４３
●

３８
●

３

、
　
ノ

６“率ヒ上

Ｏ０６．３００５３００２．３００３３００３

３
■

Ｏ０１，３

。
４
（
）

４
２
４
１
１

Ｏ
’
ｏ

４
　
　
・

　
６ユ
　
ー
　
１

ｏ
Ｏ
ハ
０

２
軌
１
０
　
１

○
ム
Ｏ

Ｏ
０
１
１

１
上
－
上

２
０

Ｑ
０
１
１

１
上
－
上

一
〇

一
８
０

一
　
，

Ｌ
ｌ
ｕ
一
１

４
ｏ
ｏ
２
ふ
１
０

　
一
■

ＯＯ０３００９２００５２）ぽ金基費消

Ｏ
Ｏ

○
ん
（
）

１
上
１
■

６１１００１
）

／
０

け率加増

０５７１００６．１０５６．！０５６．１０５５，１０２６．１６６５，１００
Ｆ
Ｏ
，１）

６入収
０
８
１
１

２
４
一
Ｌ

一
１
１
１

　
１
■
１
■

（
ｏ
７
０

（
ｏ
ｌ
ｏ
ｏ

１
１
ｌ
０

１
■
１
↓
１
■

　
［
／

（
０
つ
＾
　
　
．

６
一
２
一
８

０
０
つ

１
１
※

０
３
ｏ
ｏ

１
５
一
Ｌ

ｌ
Ｏ
Ｏ

－
－
＝
け
－
１

１
０
３
．
８
．

ユ
０
５
０
１

■
；
＾
■
ｉ

３
３
７
一

ユ
８
５

０
“
９

ユ
※
※

８
４
０

０
３
一
０

１
０
１

一
■
１

４
０

４
一
〇
０
１

ｉ
ユ
■
■
；

ｏ
ｏユ

　
）
　
乞
　
○
　
率
　
加
　
増

Ａ
組
合
員
（
層
）
一

－
土
地
報
酬
」
に
か
ん
す
る
基
本
的
考
察
（
松
野
）

Ｏ０８！０５７１
一
〇０６１０５６１０５６１０５５１０８３１４３３１０００１尻入収

０
８
４

８
９
一
〇
一

１
３
３

　
１
１
１
■

「
０
１
↓
８

７
ａ
６
一

１
３
２

－
ｕ
－
－
一

６
０
９
．
９
．

１
９
５

　
１
■
１
■

　
１
■
１
■

，
ｈ
Ｕ
７
’
一
Ｌ
０

６
ふ
９
一

１
２
１

■
■
■
て
１

５
７
’
ｒ
ｏ

（
Ｏ
　
　
・
　
・

　
Ｑ
ｏ
Ｏ
）

１

　
０
４
１
・
一

　
１
■
１
↓

Ｆ
０
１
１
ｏ
Ｏ

〔
■
）
　
　
・
　
・

１
６
２

　
１
■
１
■

　
１
■
１
■

８
７
‘
０

３
２
一
〇

ユ
Ｏ
ユ

　
＾
！
－
■

４
０

３
一
０
３
１

１
ｉ
■
■

ｏ
ｏユ

　
）
　
６
　
○
　
率
　
加
　
増

Ｂ
組
合
員
（
層
）

低
地
畝

干
土
準

若
に
標

も
も
　
，

り
と
お

よ
は
な

）
）
。

２
２
こ

（
（
ナ
い

同
）
し

が
○
出

準
杜
摘

水
級
を
。
。

ぎ
初
の
る
す

べ
た
も
す
示

る
ま
の
と
を

さ
一
５
０
４
０
と

較
た
対
対
こ

比
し
５
０
６
０
る

，
加
率
く
あ

て
附
比
じ
で

つ
に
日
同
立

当
め
業
と
成

に
た
作
２
不

行
す
。
１
．
が

移
示
６
０
表
棄

，
を
酬
定
廃

は
件
報
仮
の

）
条
働
の
酬

○
諸
労
ぎ
報

杜
の
対
さ
地

級
合
４
０
は
土

初
場
酬
率
は

　
い
報
比
※

）注（

増
、
五
三
年
に
比
し
約
二
％
増
で
み

る
が
、
蓄
積
の
大
巾
な
実
施
の
た
め
、

一
作
業
目
当
り
報
酬
額
は
五
四
年

一
・
一
七
元
を
下
ま
わ
っ
て
一
・
〇

六
元
に
と
ど
ま
っ
た
。
し
か
し
、
組

合
員
の
八
五
％
は
五
三
年
に
比
し
増

収
し
、
増
減
な
し
が
一
〇
％
、
減
収

が
五
％
で
あ
っ
た
。
五
四
年
の
減
収

組
合
員
の
大
半
は
初
級
協
同
組
合
当

時
の
水
準
に
回
復
し
た
。
す
な
わ
ち
、

五
四
年
の
減
収
組
合
員
は
、
こ
の
年
、

土
地
報
酬
廃
棄
に
よ
る
減
収
と
一
作

業
日
当
り
報
酬
額
の
五
四
年
に
比
し

て
一
五
％
減
と
い
う
減
収
要
因
を
、

か
れ
ら
の
作
業
目
比
率
の
増
加
で
相

殺
し
、
か
つ
五
四
年
の
収
入
水
準
を

こ
え
た
の
で
あ
る
。
五
五
年
、
組
合

　
　
　
三
七
　
（
八
〇
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
八
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
　
（
八
〇
二
）

員
の
九
五
％
は
増
収
な
い
し
は
増
減
な
し
で
あ
り
、
　
「
九
〇
％
以
上
の
組
合
員
の
増
収
」
と
い
う
綱
領
的
条
件
は
基
本
的
に
保
証
さ

れ
た
と
い
え
る
。

　
つ
ぎ
に
、
さ
き
に
設
定
し
た
仮
定
事
例
を
基
礎
に
、
土
地
報
酬
廃
棄
の
た
め
の
分
配
上
の
諸
条
件
を
追
求
す
る
こ
と
に
す
る
。

（
前
出
仮
定
表
３
）

　
一
、
高
級
協
同
組
合
に
移
行
し
て
　
　
、
１
、
■
、
皿
、
ｗ
と
増
収
し
、
そ
れ
ぞ
れ
表
示
の
蓄
積
率
を
保
持
す
る
も
と
で
、
作
業

日
比
率
が
五
〇
対
五
〇
と
均
衡
化
す
る
と
し
て
、
表
の
如
き
収
入
、
増
収
率
を
え
た
。

　
二
、
１
欄
の
Ａ
組
合
員
（
層
）
は
、
対
互
助
組
比
で
、
三
・
三
％
の
増
収
だ
が
、
初
級
協
同
組
合
（
１
　
　
対
互
助
組
比
で
一
五

％
増
収
、
三
・
三
％
の
蓄
積
率
、
土
地
報
酬
四
〇
対
労
働
報
酬
六
〇
、
作
業
目
比
率
五
〇
対
五
〇
の
場
合
）
に
比
し
一
．
一
％
の
減

収
、
同
（
２
）
に
比
し
て
四
・
三
％
の
減
収
で
あ
る
。
同
欄
の
Ｂ
組
合
員
（
層
）
は
、
い
ず
れ
の
場
合
も
増
収
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、

蓄
積
率
を
零
と
す
る
と
（
ｒ
欄
）
、
Ａ
組
合
員
（
層
）
も
増
収
に
な
る
が
、
拡
大
再
生
産
は
阻
害
さ
れ
る
。

　
三
、
蓄
積
率
を
１
欄
と
同
水
準
に
維
持
し
、
土
地
報
酬
を
廃
棄
す
る
に
は
　
　
こ
の
際
、
作
業
目
比
率
の
一
段
の
変
化
を
考
慮
し

な
い
　
　
、
協
同
組
合
純
収
入
圭
二
、
五
〇
〇
元
に
ま
で
高
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
■
欄
の
場
合
、
Ａ
組
合
員
（
層
）

は
、
対
互
助
組
比
で
一
〇
％
の
増
収
、
初
級
協
同
組
合
（
１
）
比
で
五
・
三
％
増
収
、
同
（
２
）
比
で
一
．
八
％
と
わ
ず
か
な
増
収

と
な
る
。
し
か
し
、
蓄
積
率
を
ｒ
欄
の
如
く
、
八
・
五
％
に
高
め
る
と
、
Ａ
組
合
員
（
層
）
は
初
級
協
同
組
合
（
２
）
に
比
し
て
は

一
・
三
％
の
減
収
と
な
り
、
土
地
報
酬
の
廃
棄
は
期
待
さ
れ
な
い
。

　
四
、
皿
欄
の
条
件
下
で
は
、
Ａ
組
合
員
（
層
）
は
一
一
・
七
％
な
い
し
は
八
・
○
％
と
増
収
し
、
Ｂ
組
合
員
（
層
）
の
増
収
率
は

い
っ
そ
う
高
く
な
る
。
ま
た
、
Ｗ
欄
の
条
件
の
下
で
は
、
蓄
積
率
を
一
〇
％
に
し
て
も
、
増
収
率
に
格
差
は
存
在
す
る
が
Ａ
，
Ｂ
組

’



合
員
（
膚
）
は
と
も
に
増
収
す
る
。

　
各
級
の
集
団
経
営
に
お
け
る
経
営
の
充
実
、
ユ
、
こ
で
の
生
産
諮
力
の
発
展
、
ま
た
新
た
に
投
入
さ
れ
る
改
良
農
具
や
そ
の
他
の
耕

作
技
術
の
改
善
等
の
諸
次
の
要
件
を
別
に
し
て
、
た
だ
分
配
の
側
両
、
と
り
わ
け
、
た
え
ざ
る
増
収
の
保
証
と
い
う
観
点
か
ら
、
以

上
の
動
態
を
み
る
な
ら
ば
、
つ
ぎ
の
三
点
を
指
摘
し
う
る
。

　
Ｈ
　
単
独
経
営
か
ら
順
を
お
っ
て
設
立
さ
れ
た
初
級
協
同
組
合
が
、
高
級
協
同
組
合
へ
移
行
す
る
場
合
、
　
「
九
〇
％
組
合
員
の
増

収
」
を
保
証
す
る
条
件
は
、
と
り
わ
け
大
巾
な
増
産
・
増
収
に
よ
っ
て
充
足
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
場
合
、
よ
り
大
き
な
程
度
で

労
働
と
資
金
の
追
加
投
下
を
必
要
と
す
る
。

　
○
　
単
独
経
営
か
ら
直
接
に
初
級
協
同
組
合
を
設
立
す
る
と
き
、
単
独
経
営
と
の
比
較
で
増
収
し
、
そ
の
増
収
の
度
合
は
Ｈ
の
初

級
協
同
組
合
よ
り
も
小
で
あ
り
う
る
。
そ
し
て
、
こ
の
増
収
率
と
の
対
比
に
お
い
て
、
高
級
協
同
組
合
に
移
行
す
る
際
、
　
「
九
〇
％

組
合
員
の
増
収
」
条
件
が
提
起
さ
れ
る
。
こ
の
い
の
場
合
、
ン
、
の
協
同
化
過
程
を
通
ず
る
増
収
度
合
の
総
和
は
、
Ｈ
の
そ
れ
に
よ
り

も
小
さ
く
て
よ
い
。

　
臼
　
さ
ら
に
、
単
独
経
営
が
飛
躍
し
て
、
高
級
協
同
組
合
へ
加
入
す
る
場
合
、
そ
の
組
合
の
増
収
の
度
合
は
、
目
よ
り
も
小
さ
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

Ｈ
よ
り
も
一
層
小
さ
く
と
も
「
九
〇
％
組
合
員
の
増
収
」
条
件
は
一
応
満
足
さ
せ
ら
れ
る
。

（
１
）
　
「
一
九
五
六
年
到
一
九
六
七
年
全
国
農
業
発
展
綱
要
」
お
よ
び
「
高
級
農
業
生
産
合
作
杜
模
範
章
程
」
第
一
四
条
．
第
五
三
条
を
参
照
。

（
２
）
　
高
級
協
同
組
合
の
設
立
、
生
産
お
よ
び
分
配
に
関
す
る
全
面
的
分
析
に
っ
い
て
は
、
拙
稿
「
杜
会
主
義
的
農
業
生
産
協
同
組
合
の
設
立
．

　
生
産
と
分
配
」
　
（
現
代
中
国
学
会
誌
『
現
代
中
国
」
第
三
二
号
）
を
参
照
。
ま
た
、
人
民
公
祉
に
お
け
る
分
配
間
題
に
っ
い
て
は
、
拙
稿
「
人

　
民
公
杜
に
、
お
げ
る
分
配
間
題
に
関
す
る
若
干
の
考
察
」
　
（
関
西
外
語
短
大
『
研
究
論
集
』
５
）
を
参
照
。

　
　
「
土
地
報
酬
」
に
か
ん
す
る
基
本
的
考
察
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
　
（
八
〇
三
）



立
命
館
経
済
学
（
第
八
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五
・
六
合
併
号
）

況状
）
展
戸

発
ｏ
ｏ

の
１
０

合
は
組
他
同
の
協
そ

産
　
，
生
戸
業
は
農
※
　
位
表
単
５
（
第

欝
瀞
国
数
る
全
総
す
率

１
●
Ｏ

Ｏ
●
２

２
●
４
１

９
●
１
９

Ｏ
●
７
９

７
９
２
，
２

級
合
組
糊
同
炉
高
協

０
４
８
１
，
※

９
５
０
２
，
※

２
１

０
４

級
合
組
鋤
同
炉
初
協

５
８
２
，
２

７
９
４
，
４

二
２
５
９
１

３
５
９
１

４
５
９
１

５
５
９
１

６
５
９
１

７
５
９
１

他のそ目５月

７
　
　
　
ｏ

年
る
７
よ

５
　
に
」
表
報
公
日
の
民
局
吠
計
よ
統
｝
家
年
国

５
７
は
）注（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
（
八
〇
四
）

（
３
）
　
上
に
農
業
協
同
化
運
動
の
発
展
状
況
を
示
す
表
（
第
５
表
）
を
示
す

　
が
、
い
わ
ゆ
る
「
農
業
協
同
化
の
た
か
ま
り
」
時
を
は
さ
ん
で
、
五
四
年

　
組
織
率
二
・
○
％
が
、
五
五
年
の
一
四
・
二
％
、
五
六
年
の
九
一
・
九
％
、

　
五
七
年
の
九
七
・
○
％
（
う
ち
高
級
協
同
組
合
は
約
九
六
％
、
初
級
協
同

　
組
合
は
約
四
％
）
と
い
う
急
速
な
発
展
の
過
程
で
、
一
級
飛
躍
、
二
級
飛

　
躍
し
て
高
級
協
同
組
合
を
設
立
し
、
加
入
す
る
事
態
が
存
在
す
る
こ
と
は

　
容
易
に
看
取
し
う
る
。

　
　
な
お
、
さ
ぎ
に
示
し
た
曙
光
協
会
組
合
に
つ
い
て
飛
躍
加
入
の
場
合
を

　
み
れ
ば
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
作
業
目
当
り
報
酬
額
は
、

　
五
四
年
、
一
・
一
七
元
、
五
五
年
一
・
〇
六
元
、
五
六
年
三
・
六
〇
元
（
予

　
定
）
で
あ
り
、
五
四
年
、
旧
来
か
ら
の
組
合
員
は
、
右
の
報
酬
額
の
も
と

．
で
前
年
に
比
し
一
五
％
減
、
新
加
入
組
合
員
は
加
入
前
に
比
し
約
四
〇
％

　
増
で
あ
っ
た
。
（
前
出
「
曙
光
農
業
合
作
杜
忠
様
由
初
級
杜
転
身
高
級
杜
」
）

■

　
　
　
　
　
　
　
四
　
土
地
毅
酬
の
存
在
と
労
働
占
有
・
被
占
有
の
不
可
避
性

　
考
察
の
な
か
で
若
干
の
べ
た
如
く
、
各
組
合
員
の
労
働
報
酬
額
は
、
か
れ
自
身
の
作
業
目
が
協
同
組
合
内
総
作
業
目
に
占
め
る
比

率
に
よ
っ
て
定
ま
る
。
し
た
が
っ
て
、
作
業
日
計
算
に
際
し
て
発
生
し
う
る
ミ
ス
を
、
別
と
す
れ
ば
、
か
れ
の
労
働
報
酬
は
か
れ
自

身
の
労
働
の
所
産
に
よ
っ
て
一
〇
〇
％
構
成
さ
れ
て
お
り
、
他
の
組
合
員
の
労
働
の
所
産
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
部
分
を
含
ま
な
い
。

蓄
秩
基
金
に
つ
い
て
も
こ
の
事
態
は
同
様
で
あ
る
。
こ
の
意
味
か
ら
も
、
労
働
報
酬
、
蓄
稜
基
金
の
協
同
的
Ｈ
杜
会
主
義
的
性
質
は

壮
’

、
一



町
白
で
あ
る
ｃ
と
こ
ろ
が
、
土
地
報
酬
（
と
そ
の
他
生
産
手
段
報
酬
）
に
つ
い
て
は
、
各
組
合
員
は
、
私
有
権
の
経
済
的
実
現
と
し

　
て
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
報
酬
を
取
得
す
る
。
こ
こ
で
の
問
題
の
核
心
は
、
組
合
員
が
土
地
報
酬
へ
の
給
付
を
負
担
す
る
の
は
、
か
れ
ら

　
の
労
働
の
多
少
に
よ
っ
て
で
あ
る
が
、
他
方
、
か
れ
が
土
地
報
酬
を
取
得
す
る
際
に
は
、
そ
の
出
資
土
地
の
多
少
（
標
準
畝
比
率
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

如
何
）
に
よ
っ
て
い
る
点
に
こ
そ
あ
る
。
し
か
も
、
各
組
合
貝
の
標
準
畝
が
協
同
組
合
内
総
標
準
畝
に
占
め
る
比
率
は
、
実
際
上
ま

　
っ
た
く
、
か
れ
ら
の
作
業
日
が
協
同
組
合
内
総
作
業
日
に
占
め
る
比
率
と
は
一
致
せ
ず
、
こ
の
不
一
致
は
土
地
以
外
の
生
産
手
段
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

あ
っ
て
も
と
り
わ
け
甚
だ
し
い
。

　
　
私
有
・
出
資
の
生
産
手
段
報
酬
へ
の
負
担
と
取
得
の
基
準
を
め
ぐ
る
か
か
る
質
的
差
異
お
よ
び
そ
の
間
の
量
的
差
異
は
、
初
級
協

同
組
合
内
で
労
働
の
占
有
・
被
占
有
な
る
事
態
を
不
可
避
的
に
発
生
せ
し
め
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
組
合
員
（
標
準
畝
が
相
対
的
に
１

多
く
、
作
業
目
が
相
対
的
に
少
な
い
）
は
、
土
地
報
酬
を
つ
う
じ
て
、
か
れ
自
身
の
労
働
の
所
産
の
一
部
ば
か
り
か
、
他
の
組
合
員

　
（
標
準
畝
が
相
対
的
に
少
な
く
、
作
業
目
が
相
対
的
に
多
い
）
の
労
働
の
所
産
を
も
若
干
取
得
す
る
の
で
あ
る
。
労
働
の
占
有
．
被

占
有
を
不
可
避
に
す
る
と
い
う
意
味
か
ら
、
土
地
報
酬
の
私
有
性
質
１
１
非
杜
会
主
義
的
性
質
は
さ
ら
に
一
段
と
明
瞭
で
あ
る
。
労
働

報
酬
と
土
地
報
酬
と
い
う
二
つ
の
異
質
の
分
配
形
態
問
の
矛
盾
は
、
か
く
て
、
各
組
合
員
の
分
配
に
対
す
る
関
係
か
ら
み
れ
ば
、
同

質
・
同
量
の
労
働
（
同
数
の
作
業
目
）
の
結
果
、
か
れ
ら
の
取
得
す
る
収
入
が
干
差
万
別
、
不
平
等
と
し
て
展
開
さ
れ
る
。

　
　
さ
ら
に
い
え
ば
、
労
働
の
占
有
・
被
占
有
を
結
果
す
る
こ
の
矛
盾
は
、
協
同
組
合
の
生
産
編
制
に
お
け
る
杜
会
主
義
的
要
素
と
非

杜
会
主
義
的
要
素
と
の
矛
盾
の
分
配
関
係
上
の
反
映
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
初
級
協
同
組
合
の
分
配
制
度
が
内
包
す
る
主
要
な
矛
盾
で

　
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
矛
盾
の
調
節
で
は
な
く
、
そ
の
根
本
的
な
解
決
は
、
土
地
報
酬
の
廃
棄
に
、
つ
ま
り
高
級
協
同
組
合
へ
の
発

　
展
・
移
行
に
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
「
土
地
報
酬
」
に
か
ん
す
る
基
本
的
考
察
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
　
（
八
〇
五
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

ゴ
、
ふ
’
ｔ
｝
－
．
　
峯
＝
！
二
　
｛
一
－
　
　
’
■
　
ｊ
　
’
」
ギ
　
　
‘
　
一
　
．
１
　
　
一
　
’
　
’
　
｝
　
　
山
　
へ
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計
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計
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・
　
　
一

収
収
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７

６
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一

１
●

１
●

１
■
　
一

１
●

１
●

１
●

１
●

Ｏ

９
ｏ
〇
　
一

績
算
め

Ｏ

●
　
　
一

５

５
　
一

Ｏ

５

Ｏ

５

２

２
３
　
一

８

９

９

、

Ｏ

Ｏ

１

１

一
　
、

実
試
占

一
一

１

１

１

１

一
一

会

合
借
業

産
３
作
　
。

生
一
の
る

業
２
ら
あ

農
は
れ
で

輝
員
か
め

光
合
　
，
た

村
組
が
い

府
３
る
な

家
」
い
少

田
告
て
に

「
報
え
的

出
査
を
外

前
調
入
例

　
杜
収
が

）
作
の
日

注（

　
　
　
　
　
　
四
二
　
（
八
〇
六
）

　
光
輝
農
業
生
産
協
同
組
合
の
五
四
年
税
引

実
績
収
入
と
、
労
働
報
酬
一
本
立
分
配
の
も

と
で
の
試
算
収
入
を
対
比
し
て
、
第
６
表
を

う
る
。

　
み
る
と
お
り
、
六
一
％
の
組
合
員
は
そ
の

労
働
の
所
産
を
若
干
、
三
九
％
の
組
合
員
に

占
有
さ
れ
て

い
る
。
し
か

し
、
一
般
的
な
傾
向
か
ら
す
れ
ば
、
占
有
・
被
占
有
の
振
幅
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な
く
、
三
三
戸
（
七

〇
・
七
％
）
の
組
合
員
は
、
九
〇
％
か
ら
一
一
〇
％
の
枠
内
に
あ
る
。
ま
た
、
占
有
・
被
占
有
の
対

象
に
な
る
実
額
・
作
業
目
の
比
率
は
、
土
地
報
酬
の
比
率
が
低
下
す
る
に
し
た
が
い
、
逓
減
す
る
。

（
第
７
表
）

　
こ
こ
に
、
二
分
配
形
態
問
の
比
率
関
係
は
、
ま
た
組
合
員
互
利
の
原
則
は
、
こ
の
不
可
避
的
に
発

生
す
る
労
働
の
所
産
の
占
有
・
被
占
有
を
適
当
に
、
つ
ま
り
、
協
同
組
合
の
成
立
を
支
持
し
え
、
他

方
、
こ
の
矛
盾
の
量
的
な
制
限
を
な
し
う
る
よ
う
に
、
調
整
す
る
機
能
を
に
な
う
も
の
と
し
て
登
場

す
る
。

　
具
体
例
に
副
し
つ
つ
把
握
し
た
事
態
を
い
っ
そ
う
明
白
に
す
る
た
め
、
つ
ぎ
の
仮
定
表
を
利
用
す

有占るけ　
減
お　
逓
に　
の
合組
繊
同　
有
協　
占
輝　
被
光表７第

目
る
業
め
作
占
率

総
に
比

業
）
作
佃象

対
日

入
め
収
占
率

引
に
比

税
中
る
額
実
）
　
元
象
（対

酬
報
率

報
働
比

地
労
の

土
と
酬度年

９８●９７●１８３２９
●

５８●９７３０５
●
●

０５３５９１

５２
●４４●２９３１４■２８

●９５２０６
●
●

０４４５９１

○

たし出算りよに同前）注（



と減増の率比目業乍
減
ｆ
逓
軌
の
変
働
の
労
脾
捕
臥
被

態
．
形
有
配
占
分二４表定仮

元
ｏ
ｏ刀３金基費消

某
に
る
の
脇

費
中
め
額
率

消
金
占
差
比

）層（員合組Ｂ）層（員合組Ａ

額差勿“
ａ酬
つ
報
¢
働労
酬
報
つ

　
　
ａ

報
働
（

地
労
土
十
酬額差の

ｂａ
酬
り
報
（
働

一
労
酬
報
幻

報
働
（

地
労
土
十
酬

報
労
酬
率

地
対
報
比
係

土
酬
働
の
関■
＼ ２
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Ｏ０２，１Ｏ０２，１

Ｏ
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Ｏ０２，ユ

Ｏ０５，１

Ｏ０８，１

Ｏ０２，１

Ｏ０５，１Ｏ０１
●
　
●

Ｏ６

Ｏ０８，１

０６Ｂ対
４
０Ａを率比目業作は

九
項
示
上
を
の
Ｏ

欄
別一
寸

同
け
氏
Ｍ
作
は
Ｋ
項
レ
下
づと
叫

　
５
も
Ｂ
に
寸
２
亥

表
５
０
定
Ａ
仮
は
出
項
前
中
）注（

る
。
　
（
仮
定
表
４
）

仮
定
表
は
、
占
有
・

被
占
有
対
象
実
額
の
消

費
基
金
中
に
占
め
る
比

率
が
、
土
地
報
酬
比
率

の
低
下
と
、
Ａ
組
合
員

（
層
）
の
作
業
日
比
率

の
増
加
に
し
た
が
い
逓

減
す
る
こ
と
を
端
的
に

示
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、

土
地
報
酬
一
〇

○
対
労
働
報
酬
○
の
比

率
（
１
欄
ソ
で
は
、
対

象
実
額
の
最
大
値
は
上

項
の
六
〇
〇
元
（
消
費

基
金
中
に
占
め
る
比
率

「
土
地
報
酬
」
に
か
ん
す
る
基
本
的
考
察
（
松
野
）

四
三
　
（
八
〇
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
八
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
　
（
八
○
八
）

は
二
〇
％
）
、
最
小
値
は
中
項
の
三
〇
〇
元
（
同
比
率
は
一
〇
％
）
で
あ
る
が
、
以
下
土
地
報
酬
の
比
率
が
低
下
す
る
に
つ
れ
、
対

象
実
額
、
比
率
と
も
逓
減
す
る
。
　
二
分
配
形
態
間
の
比
率
が
均
衡
化
す
る
３
欄
に
お
い
て
は
、
　
最
大
値
三
〇
〇
元
（
同
比
率
一
〇

％
）
、
最
小
値
一
五
〇
元
（
同
比
率
五
％
）
と
な
り
、
ま
た
形
態
間
の
比
率
が
逆
転
し
た
４
欄
で
は
、
最
大
値
二
四
〇
元
（
同
比
率

八
％
）
、
最
小
値
二
一
〇
元
（
同
比
率
四
％
）
、
５
欄
で
は
一
八
○
元
（
六
％
）
、
九
〇
元
（
三
％
）
と
な
る
。

　
二
、
標
準
畝
比
率
が
不
変
、
土
地
報
酬
比
率
が
同
一
の
条
件
の
も
と
で
も
、
た
と
え
ば
、
４
欄
を
み
る
と
、
作
業
目
比
率
が
Ａ
組

合
員
（
層
）
四
〇
対
Ｂ
組
合
員
（
層
）
六
〇
の
と
き
、
対
象
実
額
二
四
〇
元
（
消
費
基
金
中
の
比
率
八
％
）
が
、
同
作
業
目
比
率
が

五
〇
対
五
〇
と
均
衡
し
た
と
き
、
二
一
〇
元
（
同
比
率
四
％
）
と
減
少
し
、
さ
ら
に
、
同
作
業
目
比
率
が
六
〇
対
四
〇
と
標
準
畝
比

率
と
一
致
す
る
と
き
に
は
、
対
象
実
額
は
存
在
し
な
い
。
な
お
、
　
「
固
定
配
分
方
式
」
の
場
合
、
土
地
報
酬
額
が
一
定
す
る
故
に
、

二
分
配
形
態
間
の
比
率
変
動
に
と
も
な
う
対
象
実
額
の
増
減
は
な
く
、
作
業
甘
比
率
不
変
の
と
き
、
対
象
実
額
は
固
定
す
る
が
、
消

費
基
金
の
増
加
に
つ
れ
て
、
消
費
基
金
に
占
め
る
比
率
は
逓
減
す
る
。
作
業
日
比
率
の
変
動
に
と
も
な
う
増
減
傾
向
は
右
の
「
比
例

配
分
方
式
」
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。

　
以
上
に
も
と
づ
い
て
、
各
組
合
員
の
出
資
標
準
畝
比
率
を
Ｘ
と
し
、
か
れ
の
作
業
日
比
率
を
Ｙ
と
す
れ
ば
、
労
働
占
有
・
被
占
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

の
発
生
条
件
は
左
の
如
く
図
式
化
し
え
よ
う
。

　
占
発
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
つ
遠
義
作
」
５
５
分
お
互
。

　
働
の
　
　
Ｘ
Ｖ
Ｙ
↓
労
働
の
所
産
を
占
有
す
る
　
　
に
光
主
合
配
」
「
に
相
照

　
労
有
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賦
予
会
産
分
究
の
下
の
参

　
　
占
　
・
－
・
↓
占
有
・
被
占
有
な
し
　
棚
息
雑
鰍
刑
確
讐

　
３
被
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
論
麟
的
齢
２
諸
る
係

賊
な
ｘ
〈
Ｙ
↓
労
働
の
所
産
を
占
有
さ
れ
る
倒
い
、
的
杜
ぴ
年
配
け
関

■

、
．

一

’
、川

Ｈ…一ぷ
’
一



（
１
）
　
干
光
遠
「
論
半
杜
会
主
義
的
農
業
生
産
合
作
杜
的
産
品
分
配
」
（
『
経
済
研
究
」
誌
、
五
五
年
二
号
）
を
参
照
。

（
２
）
　
本
稿
は
土
地
報
酬
を
直
接
に
課
題
と
し
た
関
係
か
ら
、
土
地
以
外
の
出
資
生
産
手
段
報
酬
に
っ
い
て
は
、
ふ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
点
は
拙

　
稿
、
前
出
「
農
業
生
産
協
同
組
合
の
分
配
問
題
」
を
参
照
。

（
３
）
　
こ
の
図
式
を
証
明
す
る
実
例
を
一
っ
あ
げ
る
。
前
出
の
光
輝
協
同
組
合
、
五
四
年
の
分
配
収
入
を
え
た
組
合
員
の
う
ち
閻
玉
才
と
王
樹
俊

　
の
二
組
合
員
に
ー
っ
い
て
試
算
す
る
と
、
閻
玉
才
の
標
準
畝
数
は
二
〇
・
二
畝
で
、
比
率
（
Ｘ
）
は
三
．
九
二
％
、
作
業
目
数
は
三
八
○
目
（
労

　
働
人
口
三
）
で
比
率
（
ｙ
）
は
四
・
二
一
％
と
ｘ
〈
ｙ
で
あ
る
。
王
樹
俊
の
標
準
畝
数
は
二
〇
・
二
畝
で
比
率
（
ｘ
）
は
三
．
九
二
％
、
作
業

　
目
数
は
二
二
八
目
（
労
働
人
口
三
）
で
比
率
（
ｙ
）
は
一
・
四
九
％
と
Ｘ
Ｖ
ｙ
で
あ
る
。
み
、
し
て
、
こ
の
と
ぎ
閻
玉
才
は
三
一
一
．
六
元
取
得

　
す
る
は
ず
の
と
こ
ろ
（
労
働
報
酬
一
本
分
配
）
、
二
九
四
・
七
元
を
取
得
し
、
一
六
・
九
元
を
占
有
さ
れ
、
王
樹
俊
は
一
二
二
．
二
元
を
受
取

　
る
べ
ぎ
と
こ
ろ
を
、
一
二
九
二
二
元
取
得
し
一
六
・
二
兀
を
占
有
し
た
。
（
そ
の
他
組
合
員
に
ー
っ
い
て
は
拙
稿
、
前
出
「
農
業
生
産
協
同
組
合
．

　
に
お
げ
る
分
配
間
題
」
、
第
二
二
表
を
参
照
）

　
「
追
記
〕

　
　
こ
こ
に
収
録
さ
れ
た
部
分
の
あ
と
に
、
五
　
土
地
報
酬
の
本
質
　
　
人
民
民
主
主
義
的
土
地
所
有
に
お
け
る
「
地
代
」
範
晴
．
存
在
形
態
の

　
解
明
の
た
め
に
　
　
、
が
っ
づ
い
て
い
る
が
、
本
節
は
、
中
困
に
お
け
る
研
究
諸
成
果
の
整
理
・
検
討
を
と
お
し
て
喪
開
さ
れ
る
の
で
、
枚
数

　
の
余
裕
な
く
、
他
目
、
機
会
を
え
て
あ
ら
た
め
て
御
教
示
を
え
た
い
と
考
え
る
。

「
土
地
報
酬
」
に
か
ん
す
る
基
本
的
考
察
（
松
野
）

四
五
（
八
〇
九
）

軍
デ
流
■
－




